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このたびは、ビデオトロン製品をお買い上げいただきありがとうございました。 

安全に正しくお使いいただくため、ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みください。 
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この製品を安全にご使用いただくために 

 

警告 

誤った取扱いをすると死亡または重傷、火災など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）電源プラグ、コードは 

・定格で定められた電源以外は使用しないでください。 

・差込みは確実に。ほこりの付着やゆるみは危険です。 

・濡れた手でプラグの抜き差しを行わないでください。 

・抜き差しは必ずプラグを持って行ってください。コードを持って引っ張らないでください。 

・電源コードは巻かずに、伸ばして使用してください。 

・電源コードの上に重い物を載せないでください。 

・機械の取り外しや清掃時等は必ず機械の電源スイッチを OFF にし、電源プラグを抜いてから行ってください。 

 

２）本体が熱くなったら、焦げ臭いにおいがしたら 

・すぐに電源スイッチを切ってください。電源スイッチのない機械の場合は、電源プラグを抜くなどして電源の供給を 

停止してください。機械の保護回路により電源が切れた場合、あるいはブザー等による警報がある場合にもすぐに 

電源スイッチを切るか、電源プラグを抜いてください。 

・空調設備を確認してください。 

・しばらくの間機械に触れないでください。冷却ファンの停止などにより異常発熱している場合があります。 

・機械の通風孔をふさぐような設置をしないでください。熱がこもり異常発熱の原因になります。 

・消火器の設置をお勧めします。緊急の場合に取り扱えるようにしてください。 

 

３）修理等は、弊社サービスにお任せください 

・感電・故障・発火・異常発熱などの原因になりますので、弊社サービスマン以外は分解・修理などを行わないでください。 

・故障の場合は、弊社 サポートセンターへご連絡ください。 

 

４）その他 

・長期に渡ってご使用にならない時は電源スイッチを切り、安全のため電源プラグを抜いてください。 

・質量のある機械は一人で持たず、複数人でしっかりと持ってください。転倒や機械の落下によりけがの原因になります。 

・冷却ファンが回っている時はファンに触れないでください。ファン交換などは必ず電源を切り、停止していることを確かめて 

から行ってください。 

・車載して使用する場合は、より確実に固定してください。転倒し、けがの原因になります。 

・ラックマウントおよびラックの固定はしっかりと行ってください。地震などの災害時に危険です。 

・機械内部に異物が入らないようにしてください。感電・故障・発火の原因になります。 

 

  



  II 

 
 

 

 

注意 

誤った取扱いをすると機械や財産の損害など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）機械の持ち運びに注意してください 

・落下等による衝撃は機械の故障の原因になります。 

また、足元に落としたりしますとけがの原因になります。 

 

２）外部記憶メディア対応の製品では 

・規格に合わないメディアの使用はドライブ・コネクタの故障の原因になります。 

マニュアルに記載されている規格の製品をご使用ください。 

・強い磁場がかかる場所に置いたり近づけたりしないでください。内部データに影響を及ぼす場合があります。 

・湿気やほこりの多い場所での使用は避けてください。故障の原因になります。 

・大切なデータはバックアップを取ることをおすすめします。 

 

 

●定期的なお手入れをおすすめします 

・ほこりや異物等の浸入により接触不良や部品の故障が発生します。 

・お手入れの際は必ず電源を切り、電源プラグを抜いてから行ってください。 

また、電解コンデンサー、バッテリー他、長期使用劣化部品等は事故の原因につながります。 

安心してご使用していただくために定期的な（５年に一度）オーバーホール点検をおすすめします。 

期間、費用等につきましては弊社 サポートセンターまでお問い合わせください。 

 

 

※上記現象以外でも故障かなと思われた場合やご不明な点がありましたら、弊社 サポートセンターまでご連絡ください。 
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保証規定 

 

・本製品の保証期間は、お買い上げ日より１年間とさせていただきます。なお、保証期間内であっても次の項目に 

該当する場合は有償修理となります。 
 

（1） ご利用者様での、輸送、移動、落下時に生じた製品破損、損傷、不具合。 

（2） 適切でない取り扱いにより生じた製品破損、損傷、不具合。 

（3） 火災、天災、設備異常、供給電圧の異常、不適切な信号入力などにより生じた破損、損傷、不具合。 

（4） 当社製品以外の機器が起因して当社製品に生じた破損、損傷、不具合。 

（5） 当社以外で修理、調整、改造が行われている場合、またその結果生じた破損、損傷、不具合。 

 

 

・修理責任免責事項について 
 

当社の製品におきまして、有償無償期間に関わらず出来る限りご依頼に沿える修理対応を旨としておりますが、 

以下の項目に該当する場合はやむをえず修理対応をお断りさせていただく場合がございます。 
 

（1） 生産終了より７年以上経過した製品、及び製造から１０年以上経過し、機器の信頼性が著しく低下した製品。 

（2） 交換の必要な保守部品が製造中止により入手不可能となり在庫もない場合。 

（3） 修理費の総額が製品価格を上回る場合。 

（4） 落雷、火災、水害、冠水、天災などによる破損、損傷で、修理後の恒久的な信頼性を保証出来ない場合。 

 

 

・アプリケーションソフトについて 
 

（1） 製品に付属しているアプリケーションは、上記規定に準じます。 

（2） アプリケーション単体で販売している場合は、販売終了より３年経過した時点で、サポートを終了いたします。 

 

何卒、ご理解の程よろしくお願いいたします。 
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１．概 説 
 

CF-90Vは、3G/HD-SDI のFILL 信号およびKEY 信号を記録・送出できる１Uハーフサイズの静止画ファイル

装置です。3G-SDI LEVEL-A、LEVEL-Bに対応しています。素材はSDカード・USBメモリを使用した直接送出、

またはSDI入力からの直接取り込みが可能です。 

オプションのファイルコントロールパネルを使用することで、直感的で素早い映像送出が可能になります。 

 

《特 長》 

 3G-SDI（LEVEL-A、LEVEL-B）、及びHD-SDIに対応 

 電源切断時のエマージェンシー・スルーに対応 

 非圧縮素材を使用、より鮮明な画質に 

 SDIライン信号を入力し、外部キーヤーを使用せずにスーパーインポーズをすることが可能 

 SDカード・USBメモリに保存されている素材を、インポートせずに直接送出可能 ※１ 

※１ 送出操作から送出スタンバイまでの時間は、SDカード・USBメモリの特性や素材内容により異なりますので、 

不定となります。 
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２．各部の名称と働き 
 

(1) CF-90V 

本体正面（前面パネル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体内部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体背面 
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(10) 

(1) (2) 

(3) 
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(6) 

(7) 

(8) 
(9) 

(4) 

(12) (14) (16) (18) (19) 

(15) (17) (20) (13) 

(21) 

(22) 
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(2) CF-92V (CF-92V-01 オプション実装時) 

本体正面（前面パネル） 

 

 

 

 

 

 

本体背面 

 

 

 

 

 

※ユニット A、ユニット B の各部については、CF-90V と同一です。 
 

図2 各部の名称と働き 

 

（１） 操作表示器 

ステータス情報の表示、およびメニュー操作の際の項目などを表示します。 
 

（２） 画像表示器 

選択された画像ファイルのイメージなど、画像イメージを表示します。 
 

（３） 操作ボタン・ツマミ 

各種操作の際に使用します。 

MENUボタン 

ステータス表示から、メニュー操作に移行します。 

メニュー操作時はメニュー階層を1つ戻る、またはキャンセルとして動作します。 

SETボタン 

メニュー操作時にメニュー階層を1つ進む、または決定として動作します。 

BACKボタン 

NEXT画像を、一つ前の画像に戻します。 

SKIPボタン  

NEXT画像を、一つ次の画像に進めます。 

S.TAKEボタン 

スーパーインポーズモードで動作時、スーパーのON/OFFを操作します。 

CHGボタン 

ONAIR画像を、NEXTで指定されている画像に切り替えます。 

また、同時にNEXT画像を、一つ次の画像に進めます。 

UTILITYツマミ 

NEXT画像の選択、およびメニュー操作時の項目・設定等選択を行います。 

 

ユニット A ユニット B 

ユニット B ユニット A 
(24) (23) 
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（４） 前面パネル開閉用取手 

前面パネルを開閉するときに使用します。 
 

（５） 電源スイッチ 

電源のON/OFFを行います。 
 

（６） 空冷ファンユニット 

内部冷却用ファンです。 
 

（７） SDカードスロット 

SDカードを挿入します。 
 

（８） サービス端子 

サービス用端子です。何も接続しないでください。 
 

（９） USBコネクタ 

Type-AのUSBコネクタです。USBメモリを挿入します。 
 

（１０） SSDユニット 

画像データなどを保存するための内蔵SSDストレージユニットです。 

※SSDドライブは消耗品です。使用頻度によっては、保証期間内であっても有償交換となる場合があります。 

※SSDドライブは弊社指定品のみ使用可能です。それ以外のものを装着することはおやめください。 
 

（１１） SSDユニット脱着用取手 兼 USBメモリ固定板 

SSDユニットの脱着、およびUSBメモリを固定する場合に使用します。 
 

（１２） AC電源入力コネクタ (CF-90V) 

AC電源を入力します。 
 

（１３） アース端子 

筐体に電気的に接続された端子です。アース線を接続します。 
 

（１４） GPIコネクタ 

接点信号入出力端子です。 
 

（１５） RS-422コネクタ 

RS-422通信を行うための端子です。 
 

（１６） リファレンス信号入力端子 

出力映像を同期させるためのリファレンス信号入力端子です。 

BBS(525i)および3値SYNC(ただし、1080p60/59.94を除く)を入力できます。 

2つの端子はパススルーとなっているため、どちらか片方に信号を入力すると、もう片方が 

出力となります。パススルーを使用しない場合は、75Ω終端器を取り付けて終端してください。 
 

（１７） ETHERNET端子 

未使用の端子です。 
 

（１８） パネル端子1/2 

専用オプションの外部操作パネルを接続します。 
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（１９） SDI映像信号入力端子（FILL/LINE1） 

SDI映像信号を入力します。映像キャプチャーモードではFILL入力として動作します。 
 

（２０） SDI映像信号入力端子（KEY/LINE2） 

SDI映像信号を入力します。映像キャプチャーモードではKEY入力として動作します。 

スーパーインポーズモードではLINE入力として動作します。 

 

（２１） SDI映像信号出力端子（ONAIR1） 

SDI映像信号を出力します。 

映像キャプチャーモード、スーパーインポーズモードとも、それぞれONAIRに登録されている画

像のFILLとKEYが出力されます。 

LINE(FILL)およびPV(KEY)の1と2は分配出力となっており、同一の映像が出力されます。ただし、

LINE(FILL)1は、エマージェンシー・スルーに対応しており、電源喪失時はFILL/LINE1に入力さ

れた映像がそのままバイパスされます。 

 

（２２） SDI映像信号出力端子（NEXT/ONAIR2） 

SDI映像信号を出力します。 

映像キャプチャーモードでは、NEXTに登録されている画像のFILLとKEYがそれぞれ出力されま

す。次のテイク動作でONAIR1に表示される画像のスタンバイ状態を確認することができます。 

スーパーインポーズモードでは、LINE(FILL)出力は、LINE入力にONAIRに登録されている画像

をスーパーインポーズした信号を出力します。PV(KEY)出力は、NEXTに登録されている画像が

出力されます。次のテイク動作でNEXT/ONAIR2のLINEに表示される画像のスタンバイ状態を

確認することができます。PV(KEY)出力のFILL/KEY/FILL+KEYはメニューより切り替えることが

できます。 

LINE(FILL)およびPV(KEY)の1と2は分配出力となっており、同一の映像が出力されます。ただし、

LINE(FILL)1は、エマージェンシー・スルーに対応しており、電源喪失時はKEY/LINE2に入力さ

れた映像がそのままバイパスされます。 

 

スーパーインポーズモードでは、ライン映像入力位相が引き込み範囲に収まっていない場合、

ライン映像出力の下地は黒となります。くわしくは、「4.操作方法」の「7. CONFIGRATIONメニュー」 

小節、「(5) SPR IMPS」の項をご覧ください。次ページにSDI映像信号入力端子、SDI映像信号出

力端子部を背面から見た場合の機能表を示します。枠の上段が出力される信号、下段が端子

名となります。 
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映像FILL入力 
ONAIR静止画 

FILL出力 

ONAIR静止画 

FILL出力 

ONAIR静止画 

KEY出力 

ONAIR静止画 

KEY出力 

SDI IN 

FILL/LINE1 

SDI ONAIR1 OUT 

FILL/LINE1 

SDI ONAIR1 OUT 

FILL/LINE2 

SDI ONAIR1 OUT 

KEY/PV1 

SDI ONAIR1 OUT 

KEY/PV2 

映像KEY入力 
NEXT静止画 

FILL出力 

NEXT静止画 

FILL出力 

NEXT静止画 

KEY出力 

NEXT静止画 

KEY出力 

SDI IN 

FILL/LINE2 

SDI NEXT ONAIR2 OUT 

FILL/LINE1 

SDI NEXT ONAIR2 OUT 

FILL/LINE2 

SDI NEXT ONAIR2 OUT 

KEY/PV1 

SDI NEXT ONAIR2 OUT 

KEY/PV2 

映像キャプチャーモード時 SDI入出力端子機能表(本体を背面より見た配置) 

 

未使用 

(映像FILL入力)※1 

ONAIR静止画 

FILL出力 

ONAIR静止画 

FILL出力 

ONAIR静止画 

KEY出力 

ONAIR静止画 

KEY出力 

SDI IN 

FILL/LINE1 

SDI ONAIR1 OUT 

FILL/LINE1 

SDI ONAIR1 OUT 

FILL/LINE2 

SDI ONAIR1 OUT 

KEY/PV1 

SDI ONAIR1 OUT 

KEY/PV2 

映像LINE入力 

(映像KEY入力)※1 

スーパーインポーズ

出力 

スーパーインポーズ

出力 

NEXT静止画 

出力※2 

NEXT静止画 

出力※2 

SDI IN 

FILL/LINE2 

SDI NEXT ONAIR2 OUT 

FILL/LINE1 

SDI NEXT ONAIR2 OUT 

FILL/LINE2 

SDI NEXT ONAIR2 OUT 

KEY/PV1 

SDI NEXT ONAIR2 OUT 

KEY/PV2 

※1 映像キャプチャー時の端子機能 

※2 FILL/KEY/FILL+KEYよりメニューで選択可能 

スーパーインポーズモード時 SDI入出力端子機能表(本体を背面より見た配置) 

 
 

（２３） AC電源入力コネクタA (CF-92V) 
 

（２４） AC電源入力コネクタB (CF-92V) 

AC電源を入力します。電源入力Aと電源入力Bはリダンダントされており、どちらか片方を 

喪失した場合でも、運転を継続することができます。 

ユニットAの電源スイッチは電源入力Aに、ユニットBの電源スイッチは電源入力Bに対応して 

おり、その後段でリダンダント接続されていますので、CF-92V-01オプションが増設されている

場合はユニットAのみ（またはユニットBのみ）に電源を投入することはできません。 
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３．機能チェック 
 

1. 構 成 
 

(1) CF-90V 本体 

番号 品名 型名・規格 数量 記事 

1 静止画ファイル装置 CF-90V 1 台  

2 電源ケーブル 2m 1 本  

3 ファイル変換アプリケーション CD CF-90V_Conv 1 枚 
CF-90V_Conv, 

取扱説明書 

(PDF)を収録 

4 75Ω終端器  1 個  

5 取扱説明書  1 部 本書 

 

 (2) CF-92V 本体 

番号 品名 型名・規格 数量 記事 

1 静止画ファイル装置 CF-92V 1 台  

2 電源ケーブル 2m 2 本  

3 ファイル変換アプリケーション CD CF-90V_Conv 1 枚 
CF-90V_Conv, 

取扱説明書 

(PDF)を収録 

4 マウントビス 5mm 4 本  

5 75Ω終端器  1(2)個 ※1 

6 取扱説明書  1 部 本書 

 

(3) CF-92V-01 CF-92V 用 1 系統増設オプション 

番号 品名 型名・規格 数量 記事 

1 CF-92V 用 1 系統増設オプション CF-92V-01 1 台  

 

(4) MCP-03 卓上型マルチコントロールパネル (オプション) 

番号 品名 型名・規格 数量 記事 

1 卓上型マルチコントロールパネル MCP-03 1 台  

2 AC アダプター VAC-12V04A 1 台  

3 BNC ケーブル 10m 1 本  

 

(5) RM-70 ラックマウントキット (オプション) 

番号 品名 型名・規格 数量 記事 

1 ラックマウントキット RM-70 1 台 ※2 

 

(6) RM-74 ラックマウントキット (オプション) 

番号 品名 型名・規格 数量 記事 

1 ラックマウントキット RM-74 1 台 ※2 

 

※1 CF-92V-01(CF-92V用1系統増設オプション)の実装時は数量が2個となります。 

※2 CF-90Vをラックへ実装する際に使用します。詳細はRM-70またはRM-74の取扱説明書をご覧ください。 

CF-92Vは単独でラックマウントが可能です。  
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2. 機能チェック接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-1 機能チェック接続例 

 

3. 電源投入までの手順 

(1) AC 電源入力コネクタ（CF-92V 時は AC 電源入力コネクタ A・B のどちらか、または両方）に電源ケーブル  

を接続し、AC 電源を供給します。 

※入力可能な AC 電源については、 「15. 仕様」の「1. 定格」をご覧ください。 

(2) リファレンス信号入力端子にリファレンス信号を入力します。ブリッジ接続を使用しない場合は、75Ω終端 

器で終端してください。 

(3) SDI 映像信号入力端子（FILL/LINE1）に SDI 映像信号を入力します。 

(4) (3)の映像信号に対応した KEY 信号がある場合は、SDI 映像信号入力端子（KEY/LINE2）に入力します。 

(5) SDI 映像信号出力端子（NEXT/ONAIR2）の PV(KEY)1 を BNC 同軸ケーブルで SDI モニター1 に接続しま  

す。 

(6) SDI 映像信号出力端子（ONAIR1）の LINE(FILL)1 を BNC 同軸ケーブルで SDI モニター2 に接続します。 

(7) （4）で KEY 信号を入力した場合は、SDI 映像信号出力端子（ONAIR1）の PV(KEY)1 を BNC 同軸ケーブル 

で SDI モニター3 に接続します。 

(8) 左右の前面パネル開閉用取手をしっかりつかみ、手前へゆっくり引くと、前面パネルが開き本体内部が 

現れます。 

(9) 前面パネルが動かなくなるまで（約 12cm）引き切り、パネル開閉用取手をつかんだまま、上または下の、 

どちらか作業のしやすい方向に動かなくなるまで（約 25°）動かします。 

(10) 本体（CF-92V 時は AC 電源が入力されている側のユニット、または両方）の電源スイッチを投入します。 

(11) パネル開閉用取手をつかみ、前面パネルを水平に戻し、本体に押し込んで元の位置に戻します。 

※このとき、本体と前面パネルを接続しているケーブルを機構物に挟み込まないようご注意ください。 

(12) 操作表示器にビデオトロンロゴ、画像表示器に赤・緑・青・白のランプが表示されていることを確認しま 

す。 

(13) そのまま 1 分程度待つと、操作表示器に起動の進行状況が表示されます。 

(14) 操作表示器にステータス表示（図 3-2）が表示されれば、起動完了です。 

  

リファレンス信号 

他の機器へ 

または 75Ω終端器 

SDI 映像 KEY 信号 

SDI 映像信号 

SDI モニター2 

SDI モニター3 

SDI モニター1 AC 電源入力 
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図 3-2 ステータス表示例 

※CF-92V 時も左上の機種表示は「CF-90V」となります。 

 

4. 基本動作チェック 

下記の操作で本体が正常に動作していることをチェックします。 

正常に動作しない場合は「14.トラブルシューティング」を参照してください。 

（1） 登録モード（SDI 入力画像のキャプチャー） 

1) 「3. 電源投入までの手順」に従ってセットアップ、電源投入、起動を完了させます。 

2) MENU ボタンを押すとメインメニューに入ります。操作表示器および SDI モニター1 にメニュー内容が表

示されます。 

3) 「WRITE SELECT」を選択し、SET ボタンを押します。 

4) 「FILE」の項が選択可能な状態になり、SDI モニター1 に SDI 入力映像が表示されます。UTILITY ツマミを

回し、キャプチャー画像を保存する任意のファイル番号を指定します。 

5) SET ボタンを押すと「WRITE SURE? YES  NO」（既に当該番号にファイルが存在するときは 

「OVER WRITE SURE?  YES  NO」）のメッセージが表示され、SDI モニター1 にキャプチャーイメージが

表示されます。 

6) UTILITYツマミを回し、「YES」を選択した状態で SET ボタンを押すと、キャプチャーが実行されます。デー

タ書き込み中は「WRITING」のメッセージが表示されます。 

7) 書き込みが終了すると「WRITE END」のメッセージが表示され、自動的にファイル選択に戻ります。 

8) 連続してキャプチャーを行う場合は、必要回数 4)～7)を繰り返します。 

9) 7)の状態から MENU ボタンを 3 回押すとメニュー操作を終了し、ステータス画面が表示されます。 

10) 以上で、登録モードチェックは完了です。 

  

CF-90V SSD 1080 STATE 

ONAIR NEXT [POWER] 

 0000 0000 [ FAN ] 

   [ Ref ] 
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（2） 送出モード（キャプチャーした画像の SDI 出力） 

1) 「3. 電源投入までの手順」に従ってセットアップ、電源投入、起動を完了させます。 

2) 前項「（1）登録モード」を実行し、適当数の素材をキャプチャーします。 

3) ステータス表示状態で SKIP ボタンを押すと、SDI モニター1 に 2)でキャプチャーした画像が表示 

されます。 

4) さらに SKIP ボタンを押す度、「NEXT」の番号がファイル番号順に増加し、SDI モニター1 に表示される画

像も「NEXT」の番号に対応したものが表示されます。 

5) CHG ボタンを押すと、その時点での「NEXT」の番号が「ONAIR」の番号に持ち上がり、SDI モニター2 に

「ONAIR」の番号に対応したファイル番号の画像が、SDI モニター3 を接続した場合は SDI モニター3 に

「ONAIR」の番号に対応したファイル番号のKEY画像が表示されます。また、自動的に「NEXT」の番号が

ファイル番号順に増加します。 

6) SDI モニター2 に表示されている画像に異常がないことを確認します。 

7) SDI モニター3 が接続されている場合は、SDI モニター3 に表示されている KEY 画像に異常がないことを

確認します。 

8) 以上で、送出モードチェックは完了です。 
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４．操作方法 
 

1. 起動画面 

電源スイッチをONにします。 

CF-90Vが起動し、NEXT出力に以下の起動画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ Still Files の右側の 9999 は CF-90V が管理できる素材の最大枚数を示します。 

登録する素材の設定や、ご使用の SD カード、USB メモリの容量などにより、CF-90V が管理している素材

が 9999 枚未満の場合でも、DISK FULL となり登録上限に達する場合があります。 

 

 

起動後NEXT画面が以下のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※CF-92V 時も左上の表示は「CF-90V」となります。 

 

 

[SSD] ONAIR NEXT 

 0000 0000 

CF-90V 

VIDEOTRON Corp. 

ProgramVersion:01.01.00R00 

 

SystemDriveitializing 

CF-90V 

VIDEOTRON Corp. 

ProgramVersion:01.01.00R00 

 

Still Files: 

SSD: 0/9999 

SD: 0/9999 

USB: 0/9999 
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2. 送出操作 

正面パネルのボタンとツマミを操作することで行います。 
 

(1) 送出操作 

1) メニュー表示中のときはメニューから抜けて、送出モードにします。 

電源起動時は送出モードです。 

2） BACK、SKIPボタンでファイル番号を選びます。 

選ばれたファイル番号はNEXT出力に読み込まれます。 

3) ファイル番号を選んだら、CHGボタン押します。 

NEXT出力がON AIR出力に切り替わり、NEXT出力に次のファイルが読み込まれます。 

 

 

(2) ファイル読み出し 

ファイルの読み出しは、読み出し対象のドライブに対して、次の3つのボタンとツマミで行います。 

 

BACKボタン(バックリード) NEXT画面へバック方向のファイルを読み出します。 

 押し続けることでファイル番号のみがバックし、離したときのファイル 

番号が読み出されます。 
 

SKIPボタン(スキップリード) NEXT画面へ次のファイルを読み出します。 

 押し続けることでファイル番号のみが進み、離したときのファイル 

番号が読み出されます。 

 

CHGボタン(チェンジリード) 現在のNEXT出力をON AIRに移し、NEXTに次のファイルを読み出します。 

 

 

ツマミ ツマミを左右に回すとNEXTのファイル番号が変わります。 

 ツマミを回すのを止めると選択しているファイルが10秒間NEXT画面に 

 読み出されます。 

 ファイルがNEXT画面に表示されている間にSETボタンを押すと選択した 

ファイルが NEXT画面に表示したままになります。 

SETボタンを押さずに10秒経過すると元のNEXT画面の表示に戻ります。 

 

 

(3) 送出モード 

READメニューのMODEで設定できます。 

 

DIRECT BACK、SKIPボタンで選択したファイルをNEXT出力に読み出します。 

ツマミで選択したファイルはCHGボタンを押すとをON AIRにダイレクトに 

出力されます。NEXT出力には次のファイルが読み出されます。 

 

PRESET BACK、SKIPボタンで選択したファイルをNEXT出力に読み出します。 

CHGボタンを押すとNEXT出力に読み出されているファイルがON AIRに 

チェンジされ出力されます。NEXT出力には次のファイルが読み出され 

ます。 
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BLACK BACK、SKIPボタンで選択したファイルをNEXT出力に読み出します。 

CHGボタンを押すとNEXT出力に読み出されているファイルがON AIRに 

チェンジされ出力されます。NEXT出力は黒画面になります。 

またCHGボタンを押すとNEXT出力の黒画面がON AIRにチェンジされ出力 

されます。NEXT出力には次のファイル番号が読み出されます。 

 

 

(4) TAKE操作 

CF-90Vは本体正面からスーパーのON/OFFを行うことができます。 

 

S-TAKEボタン スーパーインポーズモード時にスーパーをOFFします。再度押しますと 

スーパーをONします。 
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3. 編集操作 

正面パネルのボタンとツマミを操作することで行います。 

 

(1) 登録 

 

1) メインメニューからWRITE SELECTメニューを選択し、SETボタンを押します。 

 

 

2) ファイル名が反転表示され指定可能な状態になっていることを確認し、ツマミを回して登録するファイ

ル名を指定します。 
 

3) 登録するファイル名を指定し、SETボタンを押すと「WRITE SURE? YES  NO」のメッセージが表示され

ます(既にファイルが存在するときは「OVER WRITE SURE?  YES  NO」と表示されます)。 

 

4) ツマミを回してYESを選択してSETボタンを押すと、書き込みが実行されます。書き込み中は「WRITING」

のメッセージが表示されます（NOを選択するとWRITEは実行されずにファイル番号 

選択に戻ります）。 

 

 

5) 書き込みが終了すると「WRITE END」のメッセージが表示されて、ファイル選択に戻ります。 
 

6) 他の設定項目を変更して再度書き込みを行う場合、MENUボタンを押すとサブメニュー画面に 

戻ります。 

WRITE MODE   NORMAL 

WRITE DRIVE  SSD 

INPUT MODE   FILL+KEY 

>FILE         0001 

WRITE SURE?  YES  NO 
 

WRITING 
 

MENU 
>WRITE SELECT  
 EDIT  COMMAND 
 EVENT  PROGRAM 
 TEST  PATTERN 
 

WRITE SELECT 

WRITE MODE   NORMAL 

WRITE DRIVE  SSD 

INPUT MODE   FILL+KEY 

>FILE         0001 
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7) ツマミを回して矢印カーソルをWRITE MODEメニューに移動させてSETボタンを押します。 

反転表示しているNORMAL/INSERT/AUTOは変更可能な状態を表します。NORMAL以外の 

モードが選択されていた場合は、ツマミを回してNORMALを表示させてSETボタンを押して決定 

します。キャンセルする場合はMENUボタンを押します。  

 

 

 

 

 

 

 

8) 書き込み先のドライブを変更する時は、ツマミを回して矢印カーソルをWRITE DRIVEメニューに 

移動させてドライブを変更します。 
 

9) 入力信号のタイプを変更する時は、ツマミを回して矢印カーソルをINPUT MODEメニューに移動させて

入力信号のタイプを変更します。 
 

10) 登録するファイル名を指定する時は、ツマミを回して矢印カーソルをＦＩＬＥメニューに移動させてSETボ

タンを押します。SETボタンを押すとファイル番号が反転して指定可能な状態になります。 

 

 

 

 

 

 

11) ツマミを回して登録するファイル名を指定します。 
 

12) 登録するファイル名を指定し、SETボタンを押すと「WRITE SURE? YES  NO」のメッセージが 

表示されます (既にファイルが存在するときは「OVER WRITE SURE?  YES  NO」と表示され 

ます)。 

 

 

13)ツマミを回してYESを選択してSETボタンを押すと、書き込みが実行されます。書き込み中は「WRITING」

のメッセージが表示されます（NOを選択するとWRITEは実行されずにファイル 

番号選択に戻ります）。 

 

WRITE MODE   NORMAL 

WRITE DRIVE  SSD 

INPUT MODE   FILL+KEY 

>FILE         0001 

WRITE SURE?  YES  NO 

 

WRITING 
 

WRITE SELECT 

>WRITE MODE  NORMAL 

WRITE DRIVE INSERT 

INPUT MODE  AUTO   

FILE 

 

WRITE SELECT 

WRITE MODE   NORMAL 

WRITE DRIVE  SSD 

INPUT MODE   FILL+KEY 

>FILE         0001 
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14) 書き込みが終了すると「WRITE END」のメッセージが表示されて、ファイル選択に戻ります。 
 

15) MENUボタンを押すとメニュー画面に戻ります。 

 

 

(2) 挿入登録 

※挿入登録（INSERT WRITE）は、選択したファイル番号以降を後ろに順番にずらして 

空いた番号に新しいファイルを追加します。 

 

1) メインメニューからWRメニューを選択し、SETボタンを押します。 

 

 

2) MENUボタンを押すとメニュー画面に戻ります。 
 

3) ツマミを回して矢印カーソルをWRITE MODEメニューに移動させてSETボタンを押します。 

反転表示しているNORMAL/INSERT/AUTOは変更可能な状態を表します。INSERT以外の 

モードが選択されていた場合は、ツマミを回してINSERTを選択しSETボタンを押して決定 

します。キャンセルする場合はMENUボタンを押します。  

 

 

 

 

 

 

4) 書き込み先のドライブを変更する時は、ツマミを回して矢印カーソルをWRITE DRIVEメニューに移動さ

せてドライブを変更します。 
 

5) 入力信号のタイプを変更する時は、ツマミを回して矢印カーソルをINPUT MODEメニューに移動させて 

入力信号のタイプを変更します。 
 

6) 登録するファイル名を指定する時は、ツマミを回して矢印カーソルをＦＩＬＥメニューに移動させてSETボ

タンを押します。SETボタンを押すとファイル番号が反転表示して指定可能な状態になります。 

  

MENU 
>WRITE SELECT  
 EDIT  COMMAND 
 EVENT  PROGRAM 
 TEST  PATTERN 

 

WRITE SELECT 

WRITE MODE   NORMAL 

WRITE DRIVE  SSD 

INPUT MODE   FILL+KEY 

>FILE         0001 

 

WRITE SELECT 

>WRITE MODE   NORMAL 

WRITE DRIVE  INSERT 

INPUT MODE   AUTO   

FILE         0001 
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7) ツマミを回して登録するファイル名を指定します。 
 

8) 登録するファイル名を指定し、SETボタンを押すと「WRITE SURE? YES  NO」のメッセージが 

表示されます。 

 

 

 

 

9) ツマミを回してYESを選択してSETボタンを押すと、書き込みが実行されます。書き込み中は「WRITING」

のメッセージが表示されます（NOを選択するとWRITEは実行されずにファイル番号 

選択に戻ります）。 

 

 

 

10) 書き込みが終了すると「WRITE END」のメッセージが表示されて、ファイル選択に戻ります。 
 

11) MENUボタンを押すとメニュー画面に戻ります。 

 

(3) 連続登録 

※連続登録（AUTO WRITE）は、確認メッセージを表示せずに連続して書き込みを行うモードです。 

 

1) メインメニューからWRITE SELECTメニューを選択し、SETボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WRITE MODE   INSERT 

WRITE DRIVE  SSD 

INPUT MODE   FILL+KEY 

>FILE         0001 

WRITE SURE?  YES  NO 

 

WRITING 
 

WRITE MODE   INSERT 

WRITE DRIVE  SSD 

INPUT MODE   FILL+KEY 

>FILE         0001 

 

MENU 
>WRITE SELECT  
 EDIT  COMMAND 
 EVENT  PROGRAM 
 TEST  PATTERN 

 

WRITE SELECT 

WRITE MODE   NORMAL 

WRITE DRIVE  SSD 

INPUT MODE   FILL+KEY 

>FILE         0001 
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2) MENUボタンを押すとメニュー画面に戻ります。 
 

3) ツマミを回して矢印カーソルをWRITE MODEメニューに移動させてSETボタンを押します。 

反転表示しているNORMAL/INSERT/AUTOは変更可能な状態を表します。AUTO以外のモードが選択

されていた場合は、ツマミを回してAUTOを表示させてSETボタンを押して決定します。 

キャンセルする場合はMENUボタンを押します。  

 

 

 

 

 

 

4) 書き込み先のドライブを変更する時は、ツマミを回して矢印カーソルをWRITE DRIVEメニューに 

移動させてドライブを変更します。 
 

5) 入力信号のタイプを変更する時は、ツマミを回して矢印カーソルをINPUT MODEメニューに移動させ

て入力信号のタイプを変更します。 
 

6) 登録するファイル名を指定する時は、ツマミを回して矢印カーソルをＦＩＬＥメニューに移動させてSETボ

タンを押します。SETボタンを押すとファイル番号が反転表示して指定可能な状態になり 

ます。 

 

7) ツマミを回して登録するファイル名を指定します。 
 

8) SETボタンを押すと、書き込み確認メッセージを表示しないで直ちに書き込みが実行されます。 

書き込み中は「WRITING」のメッセージが表示されます（NOを選択するとWRITEは実行されずにファイ

ル番号選択に戻ります）。 

 

 

  

 

9) 書き込みが終了すると「WRITE END」のメッセージを表示して、7)に戻ります。 
 

10) 連続登録を終了させるには MENUボタンを押します。MENUボタンを押すとメニュー画面に戻り 

ます。 

 

 

 

WRITE SELECT 

WRITE MODE   AUTO 

WRITE DRIVE  SSD 

INPUT MODE   FILL+KEY 

>FILE         0001 

WRITE SELECT 

>WRITE MODE   NORMAL 

WRITE DRIVE  INSERT 

INPUT MODE   AUTO   

FILE         0001 

WRITING 
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(4) コピー 

1) EDIT COMMANDメニューでCOPYを選んでSETボタンを押すと下図のようになります。 

 

 

 

 

 

 

2) SRC DRIVEを選択してコピー元のドライブを選択します。 
 

3) DST DRIVEを選択してコピー先のドライブを選択します。 
 

4) SRC FILE を選択してSETボタンを押します。 
 

5) SEL を選択してSETボタンを押します。 

ALLを選択すると全FILEが選択されファイル番号が強調表示になります。 
 

6) コピーしたいファイル番号のツマミを回して選択してSETボタンを押し決定します。 

コピー選択されたファイル番号は強調表示になります。 

強調表示のファイル番号を選択すると強調表示が解除されます。 

ファイルの複数選択ができます。 

 

 

7) ファイル番号の選択が終わったら、MENUボタンを押して1つ上の階層に戻ります。 
 

8) DST FILE を選択してSETボタンを押します。 
 

9) ツマミを回してコピー先のFILE番号を選んでSETボタンを押します。 

コピー先ファイル番号は、コピー先の1番若いファイル番号を指定します。 

例えばコピー先ファイル番号を1151に指定した場合、選択した0001～0004は1151～1154となってコ

ピーされます。 
 

10) EXECUTEを選択してSETボタンを押すと「COPY SURE? YES  NO」メッセージが表示されます。 

YESを選んでSETボタンを押すとファイルのコピーが開始します。 

 

COPY 
>SRC DRV  SSD    0001  0005  0009 
 DST DRV  SSD    0002  0006  0010 
 SRC FILE SEL    0003  0007  0011 
 DST FILE 0100   0004  0008  0012 
 EXECUTE 
 

COPY SURE?  YES  NO 
 

COPY 
>SRC DRV  SSD    0001  0005  0009 
 DST DRV  SSD    0002  0006  0010 
 SRC FILE SEL    0003  0007  0011 
 DST FILE 0100   0004  0008  0012 
 EXECUTE 
  
 EXECUTE 
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11) コピー先に既にファイルが存在すると以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

(5) 移動 

1) EDIT COMMANDメニューでMOVEを選んでSETボタンを押すと下図のようになります。 

 

2) SRC DRIVEを選択して移動元のドライブを選択します。 
 

3) DST DRIVEを選択して移動先のドライブを選択します。 
 

4) SRC FILE を選択してSETボタンを押します。 
 

5) SEL を選択してSETボタンを押します。 

ALLを選択すると全FILEが選択されファイル番号が強調表示になります。 
 

6) 移動したいファイル番号のツマミを回して選択してSETボタンを押し決定します。 

コピー選択されたファイル番号は強調表示になります。 

強調表示のファイル番号を選択すると強調表示が解除されます。 

ファイルの複数選択ができます。 

 

7) ファイル番号の選択が終わったら、MENUボタンを押して1つ上の階層に戻ります。 
 

8) DST FILE を選択してSETボタンを押します。 
 

9) ツマミを回して移動先のFILE番号を選んでSETボタンを押します。 

移動先ファイル番号は、移動先の1番若いファイル番号を指定します。 

例えば移動先ファイル番号を0101に指定した場合、選択した0001～0004は0101～1004に 

移動します。 

OVER WRITE  SURE? YES  NO 
 

MOVE 
>SRC DRV  SSD    0001  0005  0009 
 DST DRV  SSD    0002  0006  0010 
 SRC FILE SEL    0003  0007  0011 
 DST FILE 0100   0004  0008  0012 
 EXECUTE 
 

MOVE 
>SRC DRV  SSD    0001  0005  0009 
 DST DRV  SSD    0002  0006  0010 
 SRC FILE SEL    0003  0007  0011 
 DST FILE 0100   0004  0008  0012 
 EXECUTE 
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10) EXECUTEを選択してSETボタンを押すと「MOVE SURE? YES  NO」メッセージが表示されます。 

YESを選んでSETボタンを押すとファイルのコピーが開始します。 

 

11) 移動先に既にファイルが存在すると以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

(6) 入れ替え 

1) EDIT COMMANDメニューでSWAPを選んでSETボタンを押すと下図のようになります。 

 

2) DRIVEを選択して移動したいFILEのあるドライブを選択します。 
 

3) SRC FILE を選択してSETボタンを押します。 
 

4) SEL を選択してSETボタンを押します。 
 

5) 入れ替えしたいファイル番号をツマミを回して選択してSETボタンを押し決定します。 

入れ替え選択されたファイル番号は強調表示になります。 

強調表示のファイル番号を選択すると強調表示が解除されます。 

ファイルの複数選択はできません。 

 

6) ファイル番号の選択が終わったら、MENUボタンを押して1つ上の階層に戻ります。 
 

7) DST FILE を選択してSETボタンを押します。 
 

8) ツマミを回して入れ替え先のFILE番号を選んでSETボタンを押します。 
 

MOVE SURE?  YES  NO 
 

OVER WRITE  SURE? YES  NO 
 

SWAP 
>DRIVE    SSD    0001  0005  0009 
 SRC FILE SEL    0002  0006  0010 
 DST FILE 0100   0003  0007  0011 
 EXECUTE         0004  0008  0012 
  
 

SWAP 
>DRIVE    SSD    0001  0005  0009 
 SRC FILE SEL    0002  0006  0010 
 DST FILE 0100   0003  0007  0011 
 EXECUTE         0004  0008  0012 
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9) EXECUTEを選択してSETボタンを押すと「SWAP SURE? YES  NO」メッセージが表示されます。 

YESを選んでSETボタンを押すとファイルの入れ替えを開始します。 

 

 

(7) 削除 

1) EDIT COMMANDメニューでDELETEを選んでSETボタンを押すと下図のようになります。 

 

2) DRIVEを選択して削除したいFILEのあるドライブを選択します。 
 

3) FILE SELを選択してSETボタンを押します。 
 

4) 削除したいファイル番号をツマミを回して選択してSETボタンを押し決定します。 

削除選択されたファイル番号は強調表示になります。 

強調表示のファイル番号を選択すると強調表示が解除されます。 

ファイルの複数選択ができます。 

 

 

 

 

 

 

5) ファイル番号の選択が終わったら、MENUボタンを押して1つ上の階層に戻ります。 
 

6) EXECUTEを選択してSETボタンを押すと「DELETE SURE? YES  NO」メッセージが表示され 

ます。 YESを選んでSETボタンを押すとファイルの入れ替えを開始します。 

 

7） YESを選んでSETボタンを押すとファイルのDELETEが実行され、「DELETING」のメッセージが 

表示されます。 

 

8） DELETEが終了すると「DELETE END」のメッセージが表示され、メニュー画面に戻ります。 

SWAP SURE?  YES  NO 
 

DELETE 
>DRIVE   SSD    0001  0005  0009 
 FILE    SEL    0002  0006  0010 
 EXECUTE        0003  0007  0011 
                0004  0008  0012 
  
 

DELETE SURE?  YES  NO 
 

DELETING 

DELETE 
>DRIVE   SSD    0001  0005  0009 
 FILE    SEL    0002  0006  0010 
 EXECUTE        0003  0007  0011 
                0004  0008  0012 
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(8) 詰め削除 

1) EDIT COMMANDメニューでCLOSERを選んでSETボタンを押すと下図のようになります。 

 

2) DRIVEを選択して詰め削除したいFILEのあるドライブを選択します。 
 

3) FILE SELを選択してSETボタンを押します。 
 

4) 詰め削除したいファイル番号をツマミを回して選択してSETボタンを押し決定します。 

削除選択されたファイル番号は強調表示になります。 

強調表示のファイル番号を選択すると強調表示が解除されます。 

ファイルの複数選択はできません。 
 

5) ファイル番号の選択が終わったら、MENUボタンを押して1つ上の階層に戻ります。 
 

6) EXECUTEを選択してSETボタンを押すと「DELETE SURE?   YES  NO」のメッセージが表示され 

ます。 

 

7) YESを選んでSETボタンを押すとファイルの削除が実行され、「DELETING」のメッセージが表示 

されます。 

 

8) 削除が終了すると「DELETE END」のメッセージが表示され、メニュー画面に戻ります。 

 

(9) 削除許可/禁止 

1) EDIT COMMANDメニューでINHIBITを選んでSETボタンを押すと下図のようになります。 

 

2) DRIVEを選択して変更したいFILEのあるドライブを選択します。 

3) FILE SELを選択してSETボタンを押します。 
 

CLOSER DELETE 
>DRIVE   SSD    0001  0005  0009 
 FILE    SEL    0002  0006  0010 
 EXECUTE        0003  0007  0011 
                0004  0008  0012 
  
 

DELETE SURE?  YES  NO 

DELETING 

DELETE INHIBIT 
>DRIVE   SSD    0001  0005  0009 
 FILE    SEL    0002  0006  0010 
 EXECUTE        0003  0007  0011 
                0004  0008  0012 
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4) ツマミを回しファイル番号を選択してSETボタンを押して削除禁止/許可の決定をします。 

削除禁止になっているファイル番号は強調表示で表示されます。 

ファイルの複数選択ができます。選択されたファイルは、ファイル名の右に×マークがつきます。 

 

5) ファイル番号の選択が終わったら、MENUボタンを押して1つ上の階層に戻ります。 
 

6) EXECUTEを選択してSETボタンを押すと「INHIBIT CHANGE?   YES  NO」のメッセージが表示されま

す。 

 

7) YESを選んでSETボタンを押すとファイルの削除禁止/許可の変更が実行され、「INHIBIT CHANGING」

のメッセージが表示されます。 

 

8) 削除禁止/許可の変更が終了すると「INHIBIT CHANGE END」のメッセージが表示され、メニュー画面に

戻ります。 

 

 

(10) フォーマット 

注意 ） FORMATを実行するとドライブの内容は全て失われますので重要なファイルは 

COPYモードでバックアップしてください。 

1) EDIT COMMANDメニューでFORMATを選んでSETボタンを押すと下図のようになります。 

 

2) ツマミを回してフォーマットするドライブ番号を選び、SETボタンを押します。 
 

3) EXECUTEを選択してSETボタンを押すと「FORMAT SURE? YES  NO」メッセージが 

NOを選択した状態で表示されます。 

YESを選んでSETボタンを押すとFORMATが実行されます。NOでキャンセルされます。 

DELETE INHIBIT 
 DRIVE   SSD    0001  0005x 0009 
>FILE    SEL    0002  0006x 0010 
 EXECUTE        0003  0007  0011 
                0004x 0008  0012 
  
 

INHIBIT CHANGE?   YES  NO 

INHIBIT CHANGING 

FORMAT 
DRIVE   SSD 
 EXECUTE   
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4) FORMATが始まり「FORMATTING」のメッセージが表示されます。 

 

 

5) FORMATが終了すると「FORMAT END」のメッセージが表示されます。 

(ドライブによってフォーマット時間は異なります。)  

 

 

  

FORMAT SURE? YES  NO 

FORMATTING 

FORMAT END   
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4. プログラム操作 

正面パネルのボタンとツマミを操作することで行います。 

ファイルを任意の順番で読み出すイベントをプログラムすることができます。 

プログラム1つに最大255個のイベントを登録できます。 

また、作成したプログラムを10個まで保存しておくことができます。 

 

(1) プログラムの作成 

1) EVENT PROGRAMメニューでEDITを選んでSETボタンを押すと下図のようになります。 

↓ SETボタンを押す 

2) ADDを選択してSETボタンを押すと、以下のようになります。BACKボタンとSKIPボタンで登録するファ

イルの選択ができます。 

↓ BACKボタンとSKIPボタンで登録するファイルを選択 

 

 

 

 

 

PROGRAM 
>EDIT 
 EXECUTE 
 SAVE 
 LOAD 

EDIT          001:----  006:----  011:---- 
>ADD          002:----  007:----  012:---- 
 DEL          003:----  008:----  013:---- 
 DRIVE SSD A  004:----  009:----  014:---- 
 DRIVE SSD    005:----  010:----  015:---- 

EDIT         >   :0000  005:----  010:---- 
>ADD          001:1101  006:----  011:---- 
 DEL          002:----  007:----  012:---- 
 DRIVE SSD A  003:----  008:----  013:---- 
 DRIVE SSD    004:----  009:----  014:---- 

EDIT         >   :1102  005:----  010:---- 
>ADD          001:1101  006:----  011:---- 
 DEL          002:----  007:----  012:---- 
 DRIVE SSD A  003:----  008:----  013:---- 
 DRIVE SSD    004:----  009:----  014:---- 
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3) ツマミを回してファイルを登録する場所の選択ができます。（1つもファイルが登録されていない場合は

先頭にしか登録できません。） 

↓ ツマミを回してファイルを登録する場所を選択 

4) 登録する場所を決定したら、SETボタンを押すことで登録ができます。 

5) 2)～4)を繰り返して、プログラムを作成します。 

6) プログラムの作成が完了したら、MENUボタンを押して一つ前のメニュー階層に戻ります。 

  

EDIT         >   :1102  005:----  010:---- 
>ADD          001:1101  006:----  011:---- 
 DEL          002:----  007:----  012:---- 
 DRIVE SSD A  003:----  008:----  013:---- 
 DRIVE SSD    004:----  009:----  014:---- 

EDIT          001:1101  005:----  010:---- 
>ADD         >   :1102  006:----  011:---- 
 DEL          002:----  007:----  012:---- 
 DRIVE SSD A  003:----  008:----  013:---- 
 DRIVE SSD    004:----  009:----  014:---- 
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(2) プログラムの削除 

1) EVENT PROGRAMメニューでEDITを選んでSETボタンを押します。 

2) DELを選択してSETボタンを押すと、以下のようになります。ツマミを回して削除するプログラムを選択

します。 

↓ ツマミで削除するプログラムを選択 

 

3) 削除するプログラムを決定したら、SETボタンを押すことで削除できます。この時、削除したプログラム

より後ろのプログラムは1つずつ番号が詰められます。 

↓ ツマミで削除するプログラムを選択 

4) 他にも削除するプログラムがある場合、2)～3)を繰り返して、プログラムを削除します。 

5) プログラムの削除が完了したら、MENUボタンを押して一つ前のメニュー階層に戻ります。 

  

EDIT         >001:1101  006:1106  011:---- 
>ADD          002:1102  007:1107  012:---- 
 DEL          003:1103  008:1108  013:---- 
 DRIVE SSD A  004:1104  009:1109  014:---- 
 DRIVE SSD    005:1105  010:1110  015:---- 

EDIT          001:1101  006:1106  011:---- 
>ADD          002:1102  007:1107  012:---- 
 DEL          003:1103  008:1108  013:---- 
 DRIVE SSD A  004:1104  009:1109  014:---- 
 DRIVE SSD   >005:1105  010:1110  015:---- 
 

EDIT          001:1101  006:1106  011:---- 
>ADD          002:1102  007:1107  012:---- 
 DEL          003:1103  008:1108  013:---- 
 DRIVE SSD    004:1104  009:1109  014:---- 
 DRIVE SSD   >005:1105  010:1110  015:---- 
 

EDIT          001:1101  006:1107  011:---- 
>ADD          002:1102  007:1108  012:---- 
 DEL          003:1103  008:1109  013:---- 
 DRIVE SSD    004:1105  009:1110  014:---- 
 DRIVE SSD   >005:1106  010:----  015:---- 
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(3) プログラムの実行 

1) EVENT PROGRAMメニューでEXECUTEを選んでSETボタンを押すと下図のようになります。 

↓ SETボタンを押す 

 

2) ON AIR出力に黒画面が、NEXT出力にプログラムの先頭のファイルが読み込まれます。 

CHGボタンを押すと、NEXT出力がON AIR出力に切り替わり、NEXT出力には次のプログラム番号の

ファイルが読み出されます。 

最後のプログラム番号のファイルを読み出すと、NEXT出力にはプログラムの先頭のファイルが読み

込まれます。 

↓ CHGボタンを押す 

 

  

PROGRAM 
 EDIT 
>EXECUTE 
 SAVE 
 LOAD 

EXECUTE      >001:1101  006:1106  011:---- 
              002:1102  007:1107  012:---- 
              003:1103  008:1108  013:---- 
 OA:0000      004:1104  009:1109  014:---- 
 NX:1101      005:1105  010:1110  015:---- 

EXECUTE      >001:1101  006:1106  011:---- 
              002:1102  007:1107  012:---- 
              003:1103  008:1108  013:---- 
 OA:0000      004:1104  009:1109  014:---- 
 NX:1101      005:1105  010:1110  015:---- 
 

EXECUTE       001:1101  006:1106  011:---- 
             >002:1102  007:1107  012:---- 
              003:1103  008:1108  013:---- 
 OA:1101      004:1104  009:1109  014:---- 
 NX:1102      005:1105  010:1110  015:---- 
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3) SKIPボタンを押すと、「→」で示す次のファイル番号をNEXT出力に読み出します。 

BACKボタンを押すと、「→」で示す前のファイル番号をNEXT出力に読み出します。 

↓ SKIPボタンを押す 

 

4) MENUボタンを押すと、プログラム実行を終了して一つ前のメニューに戻ります。 

↓ MENUボタンを押す 

  

EXECUTE       001:1101  006:1106  011:---- 
             >002:1102  007:1107  012:---- 
              003:1103  008:1108  013:---- 
 OA:1101      004:1104  009:1109  014:---- 
 NX:1102      005:1105  010:1110  015:---- 
 

EXECUTE       001:1101  006:1106  011:---- 
              002:1102  007:1107  012:---- 
             >003:1103  008:1108  013:---- 
 OA:1101      004:1104  009:1109  014:---- 
 NX:1103      005:1105  010:1110  015:---- 
 

EXECUTE       001:1101  006:1106  011:---- 
              002:1102  007:1107  012:---- 
             >003:1103  008:1108  013:---- 
 OA:1101      004:1104  009:1109  014:---- 
 NX:1103      005:1105  010:1110  015:---- 
 

PROGRAM 
 EDIT 
>EXECUTE 
 SAVE 
 LOAD 
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(4) プログラムの保存 

1) EVENT PROGRAMメニューでSAVEを選んでSETボタンを押すと下図のようになります。 

↓ SETボタンを押す 

 

2) ツマミでプログラムを保存する場所を選択してSETボタンを押します。 

確認のダイアログが出ます。 

↓ SETボタンを押す 

 

 

 

 

 

PROGRAM 
 EDIT 
 EXECUTE 
>SAVE 
 LOAD 

PROGRAM 
SAVE 
>No.01[-------------------] 
 No.02[-------------------] 
 No.03[-------------------] 
 
 No.10[-------------------] 

PROGRAM 
SAVE 
>No.01[-------------------] 
 No.02[-------------------] 
 No.03[-------------------] 
 
 No.10[-------------------] 
 

PROGRAM 
SAVE 
>No.01[-------------------] 
 No.02[-------------------] 
 No.03[-------------------] 
 
 No.10[-------------------] 
PROGRAM SAVE SURE? 
 YES 
  NO 
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3) 保存先を確認したらツマミで「YES」を選択し、SETボタンを押します。 

↓ SETボタンを押す 

選択した場所にプログラムが保存されます。 

 

4) MENUボタンを押すと、プログラムの保存を終了して一つ前のメニューに戻ります。 

↓ MENUボタンを押す 

 

  

PROGRAM 
SAVE 
>No.01[2016.09.01 10:35:50] 
 No.02[-------------------] 
 No.03[-------------------] 
 
 No.10[-------------------] 

PROGRAM 
SAVE 
>No.01[] 
 No.02[-------------------] 
 No.03[-------------------] 
 
 No.10[-------------------] 
PROGRAM SAVE SURE? 
 YES 
  NO 

PROGRAM 
SAVE 
>No.01[2016.09.01 10:35:50] 
 No.02[-------------------] 
 No.03[-------------------] 
 
 No.10[-------------------] 

PROGRAM 
 EDIT 
 EXECUTE 
>SAVE 
 LOAD 
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(4) 保存したプログラムの読み出し 

1) EVENT PROGRAMメニューでLOADを選んでSETボタンを押すと下図のようになります。 

↓ SETボタンを押す 

 

2) ツマミで読み出すプログラムを選択してSETボタンを押します。 

確認のダイアログが出ます。 

↓ SETボタンを押す 

 

 

 

 

 

 

PROGRAM 
 EDIT 
 EXECUTE 
 SAVE 
>LOAD 

PROGRAM 
LOAD 
>No.01[2016.09.01 10:35:50] 
 No.02[-------------------] 
 No.03[-------------------] 
 
 No.10[-------------------] 

PROGRAM 
SAVE 
>No.01[2016.09.01 10:35:50] 
 No.02[-------------------] 
 No.03[-------------------] 
 
 No.10[-------------------] 
 

PROGRAM 
SAVE 
>No.01[] 
 No.02[-------------------] 
 No.03[-------------------] 
 
 No.10[-------------------] 
PROGRAM LOAD SURE? 
 YES 
  NO 
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3) 読み出すプログラムを確認したらツマミで「YES」を選択し、SETボタンを押します。 

↓ SETボタンを押す 

選択したプログラムが読み出されています。。 

 

4) MENUボタンを押すと、保存したプログラムの読み出しを終了して一つ前のメニューに戻ります。 

↓ MENUボタンを押す 

 

  

PROGRAM 
LOAD 
>No.01[2016.09.01 10:35:50] 
 No.02[-------------------] 
 No.03[-------------------] 
 
 No.10[-------------------] 

PROGRAM 
LOAD 
>No.01[2016.09.01 10:35:50] 
 No.02[-------------------] 
 No.03[-------------------] 
 
 No.10[-------------------] 
PROGRAM LOAD SURE? 
 YES 
  NO 

PROGRAM 
LOAD 
>No.01[2016.09.01 10:35:50] 
 No.02[-------------------] 
 No.03[-------------------] 
 
 No.10[-------------------] 

PROGRAM 
 EDIT 
 EXECUTE 
 SAVE 
>LOAD 
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※ 以降は「12.メニュー操作」の操作手順で設定が行えるのでメニューの説明のみになります。 

5. TEST PATTERN メニュー 

4 種類のパターンを NEXT に出力することができます。 

・ FULL ・・・・・・・・・・・・・・・ カラーバーフル 

・ SPLIT ・・・・・・・・・・・・・・ カラーバースプリット  

・ GRADATION ･･・・・・・･･ 横方向 緑 → ピンク グラデーション 

・ MULTI BURST ・・・・・・・ マルチバースト 

 

6. SYSTEM メニュー 

システムの各種設定を行います。 

(1) FORMAT 

映像フォーマットの設定を行うことができます。 

･ 80i/60 ・・・・・・・・・・・・・・ 1080i/60 で動作します。 

･ 80i/59 ・・・・・・・・・・・・・・ 1080i/59.94 で動作します。 

･ 80p/60  Level-A ・・・・・ 1080p/60 Level-A で動作します。 

･ 80p/60  Level-B・・・・・・ 1080p/60 Level-B で動作します。 

･ 80p/59  Level-A・・・・・・ 1080p/59.94 Level-A で動作します。 

・ 80p/59  Level-B ・・・・・・ 1080p/59.94 Level-B で動作します。 
 

(2) GPI IN 

GPI 制御の有効/無効の設定を行うことができます。 

・ ON ・・・・・・・・・・・ GPI 制御を有効にします。 

・ OFF ・・・・・・・・・・ GPI 制御を無効にします。 
 

(3) NEXT OUT 

NEXT 出力に表示するファイルタイプを設定することができます。 

・ FILL+KEY・・・・・・フィルをキーで抜いた映像を表示します。 

・ FILL ・・・・・・・・・フィルのみの映像を表示します。 

・ KEY ・・・・・・・・・キーのみの映像を表示します。 
 

(4) MENU 

NEXT 出力のキャラクター表示の ON/OFF の設定ができます。 

・ ON ・・・・・・・・・・・ キャラクターを表示にします。 

・ OFF・・・・・・・・・・・ キャラクターを非表示にします。 

ただし、パネルからの編集操作のメッセージは強制表示されます。 

表示を消したい場合は再度 MENU OFF を選択してください。 
 

(5) DEL COMMAND 

EDIT COMMAND メニューの DELETE、CLOSER、FORMAT の表示/非表示の設定ができます。 

・ ON ・・・・・・・・・・・ DELETE、CLOSER、FORMAT を表示にします。 

・ OFF・・・・・・・・・・・ DELETE、CLOSER、FORMAT を非表示にします。 

DELETE、CLOSER、FORMAT の選択ができなくなります。  
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(6) RS422 MODE 

RS-422 接続ポートに接続する機器の設定ができます。 

・ APC ・・・・・・・・・・・ パソコンを接続し制御する場合選択します。 

・ TENKEY・・・・・・・・・TENKEY(CF-90-03) を接続し制御する場合選択します。 

 

(7)PANEL MODE 

PANEL 接続BNC に接続する機器の設定ができます。 

・ FILE CONT ・・・・・・・FILE CONT を接続し制御する場合選択します。 

・ MPC-03  ・・・・・・・・MPC-03 を接続し制御する場合選択します。 

 

(8) START READ 

起動時に ON AIR/NEXT に読み出すファイルの設定ができます。 

・ OA ・・・・・・・・・・・ 起動時に ON AIR に読み出すファイルの選択をします。※1 

・ NX ・・・・・・・・・・・ 起動時に NEXT に読み出すファイルの選択をします。※1 

※1 ファイル名 “0000”は黒画面です。 

 

(9) FILL POSI 

送出時のフィルキーのポジション調整を行うことができます。 

・ H ・・・・・・・・・・・・ 水平位置を 2 ドット単位で調整することができます。 

-1920 ～ 1920 の範囲で調整できます。 

 

・ V ・・・・・・・・・・・・ 垂直位置を 1 ライン単位で調整することができます。 

-1080 ～ 1080 の範囲で調整できます。 

 

(10) KEY POSI 

送出時のキーのポジション調整を行うことができます。 

・ H ・・・・・・・・・・・・水平位置を 1 ドット単位で調整することができます。 

-1920 ～ 1920 の範囲で調整できます。 

 

・ V ・・・・・・・・・・・・垂直位置を 1 ライン単位で調整することができます。 

-1080 ～ 1080 の範囲で調整できます。 
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(11) GENLOCK 

ゲンロック位相の調整をすることができます。 

この設定に追従し、SDI 映像出力の位相およびスーパーインポーズモード時の SDI 映像入力引き込み範囲

が移動します。 

・ H ・・・・・・・・・・・・ 水平位相を 1 ドット単位で調整することができます。 

-1500 ～ 1500 の範囲で調整できます。 

※3G-SDI LEVEL-B 時は、数値を 1 変化させることで、２ドット分の位相が移動します。 

 

・ V ・・・・・・・・・・・・ 垂直位相を 1 ライン単位で調整することができます。 

-600 ～ 600 の範囲で調整できます。 

※3G-SDI LEVEL-B 時は、数値を 1 変化させることで、２ライン分の位相が移動します。 

 

(12) VERSION 

ソフトウェアとハードウェアのバージョン確認ができます。 

SET ボタンを押す度に、ソフトウェアバージョン、ハードウェアバージョンの表示が切り替わります。 

 

7. CONFIGRATION メニュー 

システムの各種設定を行います。 

(1) DATE & TIME 

システムの時間を設定できます。 

・DATE ・・・・・・・・ 年月日を設定します。 
 

・TIME ・・・・・・・・・ 時分秒を設定します。 
 

(2) MONITOR SAVER 

前面表示機の減灯時間の設定ができます。 

・30 SEC ・・・・・・・・・・30 秒間無操作が続くと前面表示機が減灯します。 
 

・1  MIN ・・・・・・・・・・1 分間無操作が続くと前面表示機が減灯します。 
 

・2  MIN ・・・・・・・・・・2 分間無操作が続くと前面表示機が減灯します。 

＊減灯後、５分で消灯します（FAN/POWER ERROR 時は減灯状態を維持します）。 

 

(3) MONITOR THUM 

前面表示機のサムネイル表示の設定ができます。 

・NEXT・・・・・・・・・ NEXT 出力の静止画を表示します。 
 

・OA FILL ・・・・・・ ON AIR 出力のフィルの静止画を表示します。 
 

・OA KEY・・・・・・・ ON AIR 出力のキーの静止画を表示します。 
 

・OFF ・・・・・・・・・ サムネイルを非表示にします。 
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(4) WRITE SCAN 

書き込みモードの取り込みの設定ができます。 

・FRAME ・・・・・ フレーム取り込みで書き込みます。 

動画をキャプチャーするとチラつく場合があります。 
 

・FIELD ・・・・・・・フィールド取り込みで書き込みます。 

動画をキャプチャーしてもチラつくことはありません。 

ただし、フレーム取り込みより垂直方向の画質が劣化します。 

 

(5) SPR IMPS 

スーパーインポーズモードの ON/OFF の設定ができます。 

・OFF ・・・・・・・・ 映像キャプチャーモードとして動作します。 

FILL IN がフィル入力になり、KEY IN がキー入力になります。 

ON AIR1、ON AIR2 ともに LINE(FILL)に FILL の静止画、PV(KEY)に KEY の静止画を出力 

します。 
 

・ON ・・・・・・・・・ スーパーインポーズモードとして動作します。 

KEY/LINE2 がライン映像入力になり、NEXT/ON AIR2 の LINE（FILL）出力は素材をスーパー

インポーズしたライン映像を出力します。また NEXT/ON AIR2 の KEY OUT には NEXT の静

止画を出力します。NEXT の静止画は「6.SYSTEM メニュー」の「(3) NEXT OUT」項目より、 

FILL/KEY/FILL+KEY から選択できます。 

ON AIR1 の KEY OUT LINE(FILL)からは FILL の静止画、PV(KEY)からは KEY の静止画が出

力されます。 

設定直後は TAKE ON の状態で FILL、KEY を黒にするので FILL OUT にはスーパーはのり

ません。 

スーパーインポーズモードでは、ライン映像入力の位相が AVDL の引き込み範囲に収まっ

ていない場合、ライン映像出力の下地は黒となります。その場合は、ライン映像入力位相を

調整するか、GENLOCK 設定でライン映像出力位相を調整するなどし、引き込み範囲内に収

まるようにしてください。 

ライン映像入力の引き込み範囲は以下の通りです。 

1080i60/59.94 ： - 6μs～ - 4 ライン 

1080p60/59.94 (LEVEL-A) ： - 3μs～ - 4 ライン 

1080p60/59.94 (LEVEL-B) ： - 5μs～ - 4 ライン 

※ライン映像出力の位相を基準とする 

 

(6) PANEL LOCK 

ファイルコント パネルの LOCK/UNLOCK の設定ができます。 

・UNLOCK  ・・・・パネルから操作をできるようにします。 
 

・LOCK ・・・・・・・パネルからメニュー以外の操作をできないようにします。 
 

(7) PANEL SEND 

パネルの送出モードのプログラム終わり/ページ終わりの設定ができます。 

・PROG SEND・・・選択されたプログラムの最後のファイルをチェンジすると黒画面を送出します。 
 

・PAGE SEND・・・選択されたページの最後のファイルをチェンジすると黒画面を送出します。 
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(8) SPR ONOFF 

スーパーを CUT で ON/OFF する。 

※ TRN メニューの設定に関わらず、CUT で ON/OFF します。 

・OFF ・・・・・・・・ スーパーを CUT で OFF します。 
 

・ON ・・・・・・・・・ スーパーを CUT で ON します。 

 

8. READ メニュー 

送出の設定を行います。 

(1) FILL 

静止画がキーのみのときのフィルの設定ができます。 

・WHITE ・・・・・・ フィルを白にします。 
 

・BLACK ・・・・・・フィルを黒にします。 
 

(2) KEY 

静止画がフィルのみのときのキーの設定ができます。 

・WHITE ・・・・・・キーを白にします。 
 

・BLACK ・・・・・・キーを黒にします。 
 

(3) EXECUTE MODE 

送出モードの設定をすることができます。 

・DIRECT ・・・・ ON AIR 出力に本体正面ツマミで選択されたファイルをダイレクトに 

読み出し、NEXT 出力に次のファイルを読み出します。 
 

・PRESET ・・・・ NEXT 出力に選択されたファイルを読み出します。 
 

・BLACK ・・・・・ NEXT 出力に選択されたファイルを読み出し、送出するファイル間に常に黒画面を 

挿入します 
 

9. DRIVE メニュー 

送出元ドライブの設定ができます。 

・SSD ・・・・・・・ SSD が送出元になります。 
 

 

・SD・・・・・・・・・ SD カードが送出元になります。SD カードが挿入されていないと選択できません。 
 

・USB・・・・・・・・ USB メモリが送出元になります。USB メモリが挿入されていないと選択できません。 

 

10. TRANSITION メニュー 

トランジションの各種設定ができます。 

(1) IN FADE SPEED 

TAKE ON のときのフェードスピードを 10～150 の範囲で設定ができます。 
 

(2) OUT FADE SPEED 

TAKE OFF のときのフェードスピードを 10～150 の範囲で設定ができます。 
 

(3) ON TAKE 

TAKE ON 時のトランジションの設定ができます。 

・CUT ・・・・・・・・・ トランジションを CUT に設定します。 
 

・FADE ・・・・・・・・ トランジションを FADE に設定します。  
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(4) OFF TAKE 

TAKE OFF 時のトランジションの設定ができます。 

・CUT ・・・・・・・・・ トランジションを CUT に設定します。 
 

・FADE ・・・・・・・・ トランジションを FADE に設定します。 

 

11. GPI メニュー 

GPI PIN0～4、POUT0～3の設定をします。 

(1) PIN0 

GPI PIN0 の動作の設定をします。 

・OFF ・・・・・・・・・・・・・・ PIN0 の入力を無効にします。 
 

・CHG STILL ・・・・・・・・ PIN0 の入力で静止画のチェンジ動作が行えます。 
 

･BCK STL ・・・・・・・・・ PIN0 の入力で静止画のバックリード動作が行えます。 
 

･SKP STL ・・・・・・・・・ PIN0 の入力で静止画のスキップリード動作が行えます。 
 

･TRANSITION ・・・・・・ PIN0 の入力で CUT/FADE の切り換えが行えます。 
 

･ON TAKE ・・・・・・・・・ PIN0 の入力で ON TAKE 動作が行えます。 
 

･OFF TAKE ・・・・・・・・ PIN0 の入力で OFF TAKE 動作が行えます。 

(2) PIN1 

GPI PIN1 の動作の設定をします。 

PIN0 と同様の設定が行えます。 

(3) PIN2 

GPI PIN2 の動作の設定をします。 

PIN0 と同様の設定が行えます。 

(4) PIN3 

GPI PIN3 の動作の設定をします。 

PIN0 と同様の設定が行えます。 

(5) PIN4 

GPI PIN4 の動作の設定をします。 

PIN0 と同様の設定が行えます。 

 

(6) POUT0 

GPI POUT0 の出力の設定をします。 

･ OFF ・・・・・・・・・・・・・ POUT0 の出力を無効にします。 
 

･ CHG STILL ・・・・・・・ チェンジ動作して静止画の読み込み完了時に POUT0 から TALLY 

出力します。 
 

･ TRANSITION ・・・・・・トランジションが FADE のときに POUT0 から TALLY 出力します。 
 

･ TAKE ・・・・・・・・・・・・ スーパーオンのときに POUT0 から TALLY 出力します。 
 

･ READ END ・・・・・・・ NEXT に素材の読み込み完了したときに POUT0 から TALLY 出力します。 
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(7) POUT1 

GPI POUT1 の出力の設定をします。 

POUT0 と同様の設定が行えます。 

(8) POUT2 

GPI POUT2 の出力の設定をします。 

POUT0 と同様の設定が行えます。 

(9) POUT3 

GPI POUT3 の出力の設定をします。 

POUT0 と同様の設定が行えます。 
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12. メニュー操作 

1) MENUボタンを押してメニューモードに入ります。 

 

2） ツマミを左右に回して設定メニューの項目を選択します。メニューモードをキャンセルする場合、 

MENUボタンを押します。 
 

3） SETボタンを押して選択した項目を決定します。この時選択した項目によって更に下の階層 

メニューに移ります。階層下のメニューに入った場合、MENUボタンを押すと一つ上の階層 

メニューに戻ります。 
 

4） 2）、3）の操作を繰り返し、設定の変更を行います。 

項目を選択した後、その設定を決定するには必ずSETボタンを押してください。 

 

 

 

例 NEXT出力をFILL+KEYからFILLに変更する場合 

1) MENUボタンを押して、メニューモードに入ります。 

 

 

[SSD] ONAIR NEXT 

                   STILL  0001   0002 

 

MENU 
 WRITE SELECT 
 EDIT COMMAND 
 TEST PATTERN 
 SYSTEM 

 

[SSD] ONAIR NEXT 

                   STILL  0001   0002 

 

MENU 
 WRITE SELECT 
 EDIT COMMAND 
 TEST PATTERN 
 SYSTEM 
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2) ツマミを回してカーソルをSYSTEMに合わせ、SETボタンを押します。 

一つ下の階層にカーソルが移動します。 

 

3) カーソルをNEXT OUTに合わせ、SETボタンを押すと選択ﾒﾆｭｰが表示されます。 

 

 

MENU 
SYSTEM 
 FORMAT     80i/59 
GPI IN     ON 
 NEXT OUT   FILL+KEY 

 

MENU 
 WRITE SELECT 
 EDIT COMMAND 
 TEST PATTERN 
>SYSTEM 

 

MENU 
SYSTEM 
 FORMAT     80i/59 
GPI IN     ON 
>NEXT OUT   FILL+KEY 
 

 

MENU 
SYSTEM 
 FORMAT     FILL 
GPI IN     KEY 
 NEXT OUT  >FILL+KEY 
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4) ツマミを回してカーソルをFILLに合わせてSETボタンを押します。 

これでNEXT出力ががFILLに変更されます。 

 

5) MENUボタンを押して一つ上の階層に戻ります。 
 

6) もう一度MENUボタン押して、もう一つ上の階層に戻ります。 
 

7) さらにもう一度MENUボタンを押して、メニューモードから抜けて送出モードに戻ります。 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

MENU 
SYSTEM 
 FORMAT    >FILL 
GPI IN     KEY 
 NEXT OUT   FILL+KEY 
 

 

MENU 
SYSTEM 
 FORMAT     80i/59 
GPI IN     ON 
>NEXT OUT   FILL 
 

[SSD] ONAIR NEXT 

                   STILL  0001   0002 

 

MENU 
 WRITE SELECT 
 EDIT COMMAND 
 TEST PATTERN 
>SYSTEM 
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13. メニューツリー 

 

WRITE DRIVE [WRITE DRIVE] 画像キャプチャーデータの保存ドライブ選択

WRITE SELECT [WRITE SELECT] 画像キャプチャーモード設定

WRITE MODE [WRITE MODE] 書き込みファイルタイプの選択

NORMAL [NORMAL] 入力素材をファイルに書き込み

INSERT [INSERT] 指定したファイルネーム以降を後ろに空きが有るまでずらし入力素材をファイル書き込み

AUTO [AUTO] 書き込み確認を行わずに入力素材をファイル書き込み

USB [USB] USBメモリ 

SD [SD] SDカード

SＳD [SSD] 内蔵SSD

KEY [KEY] キーのみ

FILL [FILL] フィルのみ

FILL+KEY [FILL+KEY] フィルおよびキー

TEST PATTERN [TEST PATTERN] フィルとキー4種類のパターンをNEXTに出力

FULL [FULL] 75% カラーバーフル

SPLIT [SPLIT] 75% カラーバースプリット

GRADATION [GRADATION] グラデーション

MULTI BURST [MULTI BURST] マルチバースト

COPY [COPY] ファイルのコピー

MOVE [MOVE] ファイルの移動

SWAP [SWAP] ファイルの入れ替え

DELETE [DELETE] ファイルの削除

CLOSER [CLOSER] 選んだファイルを削除し、それより後ろの連続ファイルを順番に前詰め

DEL INHI [DEL INHI] 削除の禁止/許可を設定

FORMAT [FORMAT] ドライブのフォーマット ※全データが消失します

EDIT COMMAND [EDIT COMMAND] 編集作業を行うためのモードの選択 

FILE [FILE] 書き込みファイル番号選択、およびキャプチャー実行

INPUT MODE [INPUT MODE] 書き込みファイルタイプの選択

MENU

EVENT PROGRAM [EVENT PROGRAM] イベントプログラムの編集・実行

EDIT [EDIT] イベントプログラムの編集

EXECUTE [EXECUTE] イベントプログラムの実行

SAVE [SAVE] イベントプログラムの保存

LOAD [LOAD] 保存したイベントプログラムの読み出し
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ON [ON] オンスクリーンメニューを表示する

ON [ON] 表示する

FILL+ KEY [FILL+ KEY] 黒バックでフィルをキーで抜いた映像を表示

FILL [FILL] フィルのみの映像を表示

KEY [KEY] キーのみの映像を表示

OFF [OFF] GPI入力無効

80 i/59 [80 i/59] 1080 i/59.94

FORMAT [FORMAT] SDI映像入出力フォーマット

80 i/60 [80 i/60] 1080 i/60

80 p/60 LEVEL-A [80 p/60 LEVEL-A] 1080 i/60 LEVEL-A

80 p/60 LEVEL-B [80 p/60 LEVEL-B] 1080 i/60 LEVEL-B

80 p/59 LEVEL-A [80 p/59 LEVEL-A] 1080 i/59.94 LEVEL-A

80 p/59 LEVEL-B [80 p/59 LEVEL-B] 1080 i/59.94 LEVEL-B

ON [ON] GPI入力有効

 FILE CONT [FILE CONT] CF-90-01 FILE CONT ※1

 MPC-03 [MPC-03] MPC-03 卓上型マルチコントロールパネル

H POSI [H POSI] 水平位置

SYSTEM [SYSTEM] システムに関する各種設定

V POSI [V POSI] 垂直位置

KEY  POSI [KEY  POSI] 送出時のキーポジションの設定

GENLOCK [GENLOCK] ゲンロックタイミング調整

FILL POSI [FILL POSI] 送出時のフィルポジションの設定

START READ [START READ] 起動時に読み込むファイルを設定

 PANELMODE [PANELMODE] 外部コントロールパネル選択

DEL COMAND [DEL COMAND] ファイル削除系コマンド（DELETE、CLOSER、FORMAT）の表示設定

MENU [MENU] NEXT表示のオンスクリーンメニュー表示

GPI IN [GPI IN] GPI入力の有効/無効の選択

NEXT OUT [NEXT OUT] NEXT表示イメージ選択

OFF [OFF] オンスクリーンメニューを表示しない

OFF [OFF] 表示しない

ONAIR [ONAIR] 起動時ON AIR側に読み込むファイルを選択

NEXT [NEXT] 起動時NEXT側に読み込むファイルを選択

RS422MODE [RS422MODE] RS422接続モード

APC [APC] APC等の機械制御

TENKEY [TENKEY] CF-90-03　テンキーリモコン ※1

VERSION [VERSION] プログラムのバージョンを表示します

-1920～1920　[0]

-1080～1080　[0]

H POSI [H POSI] 水平位置

V POSI [V POSI] 垂直位置

-1920～1920　[0]

-1080～1080　[0]

H POSI [H POSI] 水平位置 ※2

V POSI [V POSI] 垂直位置 ※3

-1500～1500　[0]

-600～600　[0]

    ※1 「CF-90-01 FILE CONT」 は販売終了、「CF-90-03 テンキーリモコン」は生産完了となっております。 

※2 3G-SDI LEVEL-B時は、数値を１変更することで２ピクセル分、映像のタイミング位置が移動します。 

※3 3G-SDI LEVEL-B時は、数値を１変更することで２ライン分、映像のタイミング位置が移動します。 
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LOCK [LOCK] 外部コントロールパネルからメニュー以外の操作を禁止

CONFIGURATION [CONFIGURATION] システムに関する設定

DATE & TIME [DATE & TIME] 日時設定

TIME [TIME] 時分秒設定

30 SEC [30 SEC] 無操作30秒後に減灯

1  MIN [1  MIN] 無操作１分後に減灯

2  MIN [2  MIN] 無操作２分後に減灯
＊FAN 及び電源にエラーがない時は、減灯後５分で消灯

MONITOR  THUM [MONITOR  THUM] 前面パネル 画像操作表示器設定

OFF [OFF] 非表示

NEXT [NEXT] NEXTフィルまたはキーを表示

OA FILL [OA FILL] ON AIR出力のフィルの静止画を表示

OA KEY [OA KEY] ON AIR出力のキーの静止画を表示

SPR IMPS [SPR IMPS] スーパーインポーズの設定

OFF [OFF] FILL INがライン入力になりSDI NEXT FILLにラインのみを出力

ON [ON] FILL INがライン入力になりSDI NEXT FILLにON AIRをスーパーインポーズしたラインを出力

WRITE SCAN [WRITE SCAN] 書き込みモード時の取り込みの設定

FRAME [FRAME] フレーム

PANEL LOCK [PANEL LOCK] 外部コントロールパネルのロックの設定

PANEL SEND [PANEL SEND] MPC-03 パネルの送出モードの設定

SPR ONOFF [SPR ONOFF] スーパーインポーズのON/OFF

＊OFFの場合、EDIT操作中に送出操作を行うと正常の送出できない場合があります

OFF [OFF] EDIT操作を許可

ON [ON] スーパーインポーズ ON(CUT動作)

PROG END [PROG END] 選択されたプログラムの最後のファイルをチェンジすると黒味を送出

EDIT PROTECT [EDIT PROTECT] ONAIR/NEXTに出力されている画像ファイルのEDIT操作禁止設定

DATE [DATE] 年月日設定

FIELD [FIELD] フィールド

UNLOCK [UNLOCK] 外部コントロールパネルから全操作が可能

PAGE END [PAGE END] 選択されたページの最後のファイルをチェンジすると黒味を送出

ON [ON] EDIT操作を禁止

OFF [OFF] スーパーインポーズ OFF(CUT動作)

MONITOR SAVER [MONITOR SAVER] 前面パネル 操作表示器設定
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PIN0～4 [PIN0] GPI PIN0～4の動作の設定 ※4

 GPI SELECT [GPI] GPI入出力端子の設定

 POUT0～3 [POUT0] GPI POUT0～3のTALLY出力の設定 ※5

OFF [OFF] 出力しない

CHANGE [CHANGE] チェンジ動作して読み込み完了時にTALLY出力

TRANSITION [TRANSITION] トランジションがFADEのときにTALLY出力

TAKE [TAKE] スーパーオンのときにTALLY出力

READ END [READ END] NEXTに素材の読み込み完了したときにTALLY出力

OFF [OFF] 動作しない

SKIP READ [SKIP READ] スキップリード動作

TRANSITION [TRANSITION] CUT/FADEの切り換え

ON TAKE [ON TAKE] ON TAKE動作

OFF TAKE [OFF TAKE] OFF TAKE動作

CHANGE [CHANGE] チェンジ動作

BACK READ [BACK READ] バックリード動作

TRANSITION [TRANSITION] スーパーインポーズのトランジション設定

OUT FADE SPEED [OUT FADE SPEED] アウトフェードスピードの設定

IN  FADE SPEED [IN  FADE SPEED] インフェードスピードの設定

CUT [CUT] トランジションをCUTに設定

FADE [FADE] トランジションをFADEに設定

CUT [CUT] トランジションをCUTに設定

FADE [FADE] トランジションをFADEに設定

OFF TAKE MODE [OFF TAKE MODE] TAKE OFF時のトランジションの設定

ON  TAKE MODE [ON  TAKE MODE] TAKE ON時のトランジションの設定

10～150　[30]

10～150　[30]

WHITE [WHITE] WHITE(100%)を送出

WHITE [WHITE] WHITE(100%)を送出

PRESET [PRESET] NEXT出力に選択されたファイルを読み出す

READ MODE [READ MODE] 送出に関する設定

FILL [FILL] FILL/KEY送出時にKEY素材しかない場合のFILL送出

BLACK [BLACK] BLACK(0%)を送出

KEY [KEY] FILL/KEY送出時にFILL;素材しかない場合のKEY送出

BLACK [BLACK] BLACK(0%)を送出

EXECUTE MODE [EXECUTE MODE] 送出モードの設定

DIRECT [DIRECT] ON AIR出力に選択されたファイルを読み出し、NEXT出力に次のファイルを読み出す

BLACK [BLACK] NEXT出力に選択されたファイルを読み出し、送出するファイル間に常に黒画面を挿入する

SD [SD] SDカード

USB [USB] USBメモリ

 DRIVE SELECT [DRIVE SELECT] 素材送出元ドライブの選択

SSD [SSD] 内蔵SSD

 

※4 PINの初期値は次の通りです。 

PIN0：CHANGE PIN1：BACK READ PIN2：SKIP READ PIN3：ON TAKE PIN4：OFF TAKE 

※5 POUTの初期値は次の通りです。 

POUT0：CHANGE POUT1：TRANSITION POUT2：TAKE POUT3：READ END 
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14. RS-422 

(1) 概説 

パソコンとRS-422ケーブル(ストレートケーブル)で接続し、指定の通信プロトコルによって外部より

CF-90Vをコントロールすることができます。 

※ テンキーリモコンとの通信もRS-422です。但し、通信プロトコルが下記と異なります。 

 

(2) 通信仕様 

準拠規格 EIA RS-422A 

通信方式 調歩同期式ビットシリアル通信 

通信速度 19200bps 

データ 8ビット 

パリティ なし 

スタートビット 1ビット 

ストップビット 1ビット 

※ピンアサインは、「11．外部インターフェース」の「2. RS-422 (D-SUB 9Pin [f])」をご覧ください。 

 

(3) 通信手順 

コントローラからの1回の送信ブロック（①）に対し、必ず1回の結果通知ブロック（②）を返信します。 

コントローラはCF-90Vからの応答を待たずに次のコマンドを送ることはできません。 

コントローラ LK-90

① 制御コマンド

② 結果通知
 

電源ON後、CF-90Vは常に制御コマンドを受信できます。 

但し、電源投入直後のイニシャライズ期間はコマンドを受信することができません（結果通知ブロック 

を返信しません）。 

 

(4) 通信フォーマット 

CF-90Vのコマンドは、可変長のバイナリデータです。 

BC + CMD + PRM0 ～ PRMn + CS 

BC 1バイト 送信データサイズ  (BC ～ PRMまでのサイズ) 

CMD 1バイト コマンドNo． 

PRM 0～nバイト パラメーター  (パラメーターが無いコマンドもあります) 

CS 1バイト チェックサム  (BC ～ PRMまでの和の2の補数) 

 

 

(5) 通信プロトコル 
 

1） コントローラとCF-90V間の通信は、コントローラが主導権を持つことを原則とします。 

コントローラから発信したコマンドをCF-90Vが受信した場合は、下記のコマンド 

（結果通知）を送り返します。 

a）正常にコマンドを受信した場合  ACK 

b）通信エラーか未定義のコマンドを受信した場合  NACK+エラーコード 
 

2） コントローラはコマンドをCF-90Vに送った後、その返答を受信する前に次のコマンドを 

送ってはなりません(※ CF-90Vからの返答を待たずにコマンドを送信した場合の動作は保証され

ません)。 
  

CF-90V 
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3）CF-90Vは最初の0バイト目を受信してから1秒以内に一つのコマンドを受信完了しないと 

タイムアウト処理を行います。タイムアウトが発生するとNAKを送信し、通信バッファのデータを 

すべて無効にします。 
 

4） CF-90Vはコントローラからの通信上でエラーが検出されたとき、直ちにNACKを返答します。コント

ローラは上記返答を受け取ったときには、直ちに現在のコマンド送出を停止しなければなりません。

その後、20msの間はCF-90Vはコマンドを受けつけないものとして、対応した処理をとる必要があ

ります。 

 

 

(6) コマンド 

●制御コマンドの説明 

CF-90VではRS-422を使用して以下の制御が行えます。 
 

コマンド名 説明 

ACK コマンドが正常終了したときに返します。 

NACK 何らかの原因でコマンドが正常終了しなかったときに返します。 

CHG SRC DRIVE 送出、登録先、コピー元、移動元、フォーマット等のドライブを変更します。 

CHG DST DRIVE コピー先、移動先等のドライブを変更します。 

CHANGE NEXT 出力のファイルを ON AIR に表示して、NEXT に次のファイル番号のファイルを読み込みます。 

READ 指定されたファイル番号の素材を NEXT 出力に読み出します。 

WRITE LINE の画像をフリーズさせ静止画として、SSＤに記録します。 

DELETE 指定されたファイル番号の素材を削除します。 

COPY コピー元ファイル番号の素材をコピー先ファイル番号にコピーします。 

MOVE 移動元ファイル番号の素材を移動先ファイル番号に移動します。 

LOAD PATTERN 指定されたパターンを NEXT 出力に表示します。 

INSERT WRITE 指定されたファイル番号以降を後ろに順番にずらし、空いた番号に新しいファイルを追加します。 

DELETE INHIBIT 指定されたファイル番号の素材の削除を禁止または許可にします。 

INPUT THROUGH NEXT 出力に LINE 入力をスルーで表示します。 

INPUT FREEZE スルーした LINE 入力をフリーズして表示します。 

CAPTURE フリーズした LINE 入力を静止画として指定ドライブに記録します。 

INSERT CAPTURE 指定されたファイル番号以降を後ろに順番にずらし、空いた番号に新しいファイルを追加します。 

TAKE ON パラメーターがなしの場合は、本体の設定で TAKE ON 動作します。 

パラメーターがありの場合は、指定されたトランジションで TAKE ON 動作します。 

TAKE OFF パラメーターがなしの場合は、本体の設定で TAKE OFF 動作します。 

パラメーターがありの場合は、指定されたトランジションで TAKE OFF 動作します。 

SWAP スワップ元ファイルとスワップ先ファイルを入れ替えます。 

CLOSER DELETE 指定したファイルを削除して、削除したファイル番号以降のファイルを空き番号を見つけるまで 

一つずつ前に詰める。 

CHANGE READ NEXT 出力のファイルを ON AIR に表示して、指定したファイル番号の素材を NEXT に読み込みます。 
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●制御コマンド 

  以下の通信コマンド表内の＄は16進データを、パラメーターのBはバイト、Wはワードを示して 

  います。 
 

コマンド名 送信サイズ コマンド No. パラメーター 

ACK 2 1($01) なし 

NACK 3 255($FF) エラーコード(B) 詳細は後述 

CHG SRC DRIVE 3 16($10) ドライブ番号(B)※1 

CHG DST DRIVE 3 17($11) ドライブ番号(B)※1 

CHANGE 3 19($13) ‘0’固定 

READ 5 20($14) ファイル番号(W)※2、 ‘0’  

WRITE 5 21($15) ファイル番号(W)※3、 静止画の種類(B)※4 

DELETE 5 22($16) ファイル番号(W)※3、 ‘0’ 

COPY 
7 

23($17) コピー元ファイル番号(W)※3、 コピー先ファイル番号(W)※3、 

‘0’ 

MOVE 
7 

24($18) 移動元ファイル番号(W)※3、 移動先ファイル番号(W)※3、 

‘0’ 

LOAD PATTERN 3 34($22) パターン番号(B)※6 

INSERT WRITE 5 35($23) ファイル番号(W)※3、 静止画の種類※4 

DELETE INHIBIT 6 36($24) ファイル番号(W)※3、 削除属性(B)※5、 ‘0’ 

INPUT THROUGH 3 37($25) 静止画の種類(B)※4 

INPUT FREEZE 2 38($26) なし 

CAPTURE 4 39($27) ファイル番号(W)※3 

INSERT CAPTURE 4 40($28) ファイル番号(W)※3 

TAKE ON 
2 

41($29) 
なし 

3 トランジション(B)※7 

TAKE OFF 
2 

42($2A) 
なし 

3 トランジション(B)※7 

SWAP 7 43($2B) 
スワップ元ファイル番号(W)※3、  

スワップ先ファイル番号(W)※3、 ‘0’ 

CLOSER DELETE 5 44($2C) ファイル番号(W)※3、 ‘0’ 

CHANGE READ 6 45($2D) ‘0’、リードファイル番号(W)※2、 ‘0’ 
 

※1 ドライブ番号= 0：SSD、 1：SD、 2：USB 

※2 ファイル番号= 0000～9999 (ファイル番号0000は黒画面です。) 

※3 ファイル番号= 0001～9999 

※4 静止画の種類= 0：FILL&KEY、 1：FILL、 2：KEY 

※5 削除属性= 0：削除許可、 1=削除禁止 

※6 パターン番号= 0：カラーバーフル、 1：カラーバースプリット、 2：グラデーション、 3： マルチバースト 

※7 トランジション= 0：CUT、10～150： FADE 10～150フレーム 

 
 

●エラーコード 

  エラーコードとその意味は以下の通りです。 
 

エラーコード 

番号 
エラーコードの意味 

0 通信エラー 

1 不正なコマンド、パラメーターを指定した 

2 コマンドを実行できなかった 又は実行に失敗した 

3 チェックサムエラー 

4 FILE NOT FOUND 

5 DISK FULL 

6 TIMEOUT 

7 SSD エラー 
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15. 設定の初期化 

  電源投入時に、特定のスイッチを押し続けることで、メニュー設定を初期化することができます。 

1) 本体正面にあるMENUボタン、SKIPボタンを押したまま、電源を投入します。 

2） そのままMENUボタン、SKIPボタンを押し続けます。 

操作表示機からビデオトロンロゴが消え、ステータス表示に変わるまでボタンは押し続けてください。 
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５. CF-90V_Conv (CF-90V用ファイル変換アプリケーション) 
 

1. 概要 

CF-90Vでは、ビデオトロン独自形式ファイル(VDF)を使用します。 

汎用静止画ファイルをCF-90Vが扱うビデオトロン独自形式ファイルへの変換を行うためのアプリケーションです。

CF-90V_Convで作成したファイルは、SDカードまたはUSBメモリにコピーしてCF-90Vで表示することができま

す。 

 

2. 機能 

 様々な汎用フォーマットの画像ファイルとビデオトロン独自形式ファイル(VDF)との相互変換 

 ドラッグ＆ドロップによるファイル指定 

 画像サイズ変換時、レターボックス／カットなどの拡大縮小方法を指定可能 

 レターボックス時の背景色を指定可能 

 FILL/KEY別ファイルとなっている画像を、1枚のアルファチャンネル付き画像として結合 

 

3. アプリケーション必要システム構成 

OS ※1 Windows® 7 Pro/Ultimate 32bit/64bit 

Windows® 8.1 Pro 32bit/64bit 

Windows® 10 Pro 32bit/64bit 

CPU Intel® CPU 1.5GHz 以上 

メモリ 2GB 以上 

グラフィックス WXGA(1280×768)以上の解像度、32bit のカラー表示が可能なディスプレイ 

ハードディスク/SSD 500MB 以上の空き領域 

光学ドライブ CD-ROM ドライブ(インストール時に必要) 

※1 Windows® 7 64bit、Windows® 8.1 64bit、及び Windows® 10 64bit は 32bit モードでの動作になります。 

 

4. インストール 

4-1 アプリケーションCD 

アプリケーション CD 内には、以下のフォルダーがあります。 

App CF-90V_Conv のインストーラーが格納されています。 

Document  CF-90V の取扱説明書(PDF ファイル)、リリースノート等が格納されています。 

 

4-2 アプリケーションインストール方法 

CF-90V_Conv のインストールは、以下の手順で行います。 

1. Windows 起動後、Administrator 権限のあるユーザーでログオンします。 

2. ダウンロードした、またはインストール CD 内の「App」フォルダーを開きます。 

3. フォルダー内の「CF-90V_Conv_Setup.msi」をダブルクリックします。 

4. PC 画面上に次のウィンドウが順番に表示されます。 

各項目を確認しながら[次へ]をクリックしてインストールを進めてください。 
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1) 

 

2) 

 
3) 

 

4) 

 

5) 

 

6) 

 
 

4-3 アプリケーションの起動 

デスクトップ、またはスタートメニューの［スタート］－［すべてのプログラム］－［Videotron］－［CF-90V_Conv］内に

ある「CF-90V_Conv」アイコンをダブルクリックしてください。 

 

CF-90V_Conv アイコン 



 

55 

5. アプリケーションの詳細 
 

5-1 ファイルの変換 

ファイルを変換するには、次の手順で操作を行います。 

1. [入力]のファイル指定で、変換元のファイルを選択します。必要であれば KEY ファイルを別指定します。 

2. [出力]のフォルダー選択で、出力するフォルダーを指定します。 

3. [出力フォーマット]で、変換先のフォーマットを指定します。必要に応じて、出力フォーマットの詳細設定を行

います。 

4. 出力画像サイズとリサイズ方法を選択します。 

5. [変換]ボタンを押すと、指定された画像が変換されます。 

 

5-2 CF-90Vへの転送 

1. 「5-1 ファイルの変換」が完了すると、[出力]に指定したフォルダーに変換されたファイルが保存されます。 

2. 転送する SD カード、または USB メモリをパソコンに接続します。 

3. SD カード、または USB メモリにファイルをコピーします。 

4. SD カード、または USB メモリをパソコンから取り外し、CF-90V に接続します。 

CF-90V への取り付けは、「７．SD カード 実装方法」または「８．USB メモリ 実装方法」を参照してください。 

5. CF-90V で SD カード、または USB メモリからファイルを読み出すことができます。 
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5-3 対応フォーマット 

入力フォーマット 

ファイル形式 備考 
VDF に 

出力可能 

VDF 以外に 

出力可能 

BMP RGB/カラーマップ/GRAY、非圧縮/RLE 圧縮 JPEG・PNG 形式BMP は非対応 ● ● 

JPG 
RGB/YCbCr/GRAY、ベースライン/プログレッ

シブ 

ロスレス JPEG は非対応 
● ● 

PCT 16・32 ビット Direct Bit、2～8 ビット Pixmap  ● ● 

PNG 
RGB/カラーマップ/GRAY、アルファチャンネル 

対応 非圧縮/Deflate 圧縮 

 
● ● 

PSD Adobe® Photoshop® 形式、8 ビット RGB  ● ● 

SWF Adobe® Flash® 形式  ● ● 

TGA 

RGB/カラーマップ/GRAY、Image Origin ビット

対応 

非圧縮/RLE 圧縮 

 

● ● 

TIF 
RGB/CMYK/YCbCr/GRAY、非圧縮/JPEG 圧

縮/Deflate 圧縮 

マルチページ TIFF には非対応 
● ● 

J2C CF-90HD/SD、CF-90B 対応静止画 ビデオトロン独自形式 ● ● 

PNG 
高速 VPNG、通常 VPNG、CF9940/45VPNG に

対応 

ビデオトロン独自形式 
● ● 

STW 

ST5 

静止画 ビデオトロン独自形式（送出イメー

ジデータを含むファイルのみ対応） 
● ● 

VDF CF-90V 対応静止画 ビデオトロン独自形式 × ● 

 

出力フォーマット 

ファイル形式 備考 

BMP RGB、非圧縮/RLE 圧縮 JPEG・PNG 形式BMP は非対応 

JPG RGB、ベースライン/プログレッシブ、画質設定(0:最低～100:最高) ロスレス JPEG は非対応 

PCT 32 ビット RGB  

PNG RGB、アルファチャンネル対応、非圧縮/Deflate 圧縮  

TGA RGB、非圧縮/RLE 圧縮  

TIF RGB、非圧縮/JPEG 圧縮/Deflate 圧縮 マルチページ TIFF には非対応 

J2C FILL・KEY、YC 結合/分離、フィールド結合/分離 ビデオトロン独自形式 

PNG 
高速VPNG、通常VPNG、CF9940/45VPNG に対応、静止画、 

機種固有情報の設定可能 

ビデオトロン独自形式 

VDF CF-90V 対応静止画 ビデオトロン独自形式 
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5-4 画面各部の名称と働き 

メインウィンドウ 

アプリケーションを起動すると、メインウィンドウが表示されます。 

この画面では入力／出力ファイルの設定や変換オプションの設定、変換の実行を行うことができます。 

 

 

1.入力 

入力（変換元）ファイルの指定を行います。 

No. 種類 備考 

1 イメージ指定 
指定したファイルを変換します。 

ボタンをクリックすると、ファイル選択ダイアログが表示されます。 

2 KEY 指定 

KEY の画像ファイルを別途指定する場合にチェックマークを付けます。ここで指定したファイ

ルと「ファイル指定」で選択されたファイルが、1 枚の画像ファイルとして結合されます。 

ボタンをクリックすると、ファイル選択ダイアログが表示されます。 

 

2.出力 

出力（変換先）フォルダーの指定と、フォーマットの選択を行います。 

No. 種類 備考 

1 
入力ファイルと 

同じフォルダー 

入力ファイルと同じ場所に変換後のファイルを出力します。 

2 フォルダー指定 
指定したフォルダーに変換後のファイルを出力します。 

ボタンをクリックすると、フォルダー選択ダイアログが表示されます。 

3 出力フォーマット 

出力する画像のフォーマットを選択します。 

ボタンをクリックすると、フォーマットの詳細設定ダイアログが表示されます。 

選択している出力フォーマットによって、詳細設定ダイアログの内容が変わります。 

①  

②  

③  

④ ⑤ 
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3..リサイズ 

画像サイズを変更する時の、拡大縮小方法を選択します。 

No. 種類 備考 

1 
縦横比固定で伸縮 

(レターボックス) 

入力画像の全体が入りきるように、縦横比固定で拡大縮小します。 

画像がない部分を背景色で埋めます。（オプションで設定可能） 

2 
縦横比固定で伸縮 

(カット) 

背景部分ができないように、縦横比固定で拡大縮小します。 

画像の余り部分は切り捨てます。 

3 
縦横比を無視して拡大縮小 

(フィット) 

出力画像サイズに合わせて、縦横比を無視して拡大縮小します。 

4 
拡大縮小なし 

(レターまたはカット) 

拡大縮小せず、入力画像を出力画像の中央に配置します。 

出力画像サイズより小さい時は、入力画像の周囲を背景色で埋めます。 

出力画像サイズより大きい時は、入力画像の余り部分を切り捨てます。 

 

HD から SD、SD から HD に変換した時、リサイズの設定によって次のように出力画像が変化します。 

 元画像 レターボックス カット フィット 拡大縮小なし 

H
D
-S

D
I 

     

S
D
-S

D
I 

     

 

4.[変換]ボタン 

入力ファイル、出力フォルダー、リサイズなどの設定を行った後、このボタンをクリックすると、設定された内容に 

従って画像の変換を開始します。 

 

変換ボタンのクリック後、出力フォーマットが CF-90V(*.vdf)の場合においては以下のダイアログが表示され、 

変換先VDF ファイル名称の番号を設定してから変換実行されます。 

        

指定形式を「パネル」にした場合の VDF 番号設定ダイアログ 
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指定形式を「ダイレクト」にした場合の VDF 番号設定ダイアログ 

 
ダイアログ内の各種設定項目は以下のとおりです。 

 

No. ボタン 備考 

1 
 

CF-90V のパネルと同様の番号指定(プログラム/ページ/ファイル)を行います。 

指定番号グループ内の各数値入力箇所にて番号を入力します。 

2 
 

通し番号を直接指定します。 

指定番号グループ内の数値入力箇所にて番号を入力します。 

3 プログラム 指定形式をパネルに選択した場合に表示され、プログラム番号を入力します。 

4 ページ 指定形式をパネルに選択した場合に表示され、ページ番号を入力します。 

5 ファイル 指定形式をパネルに選択した場合に表示され、ファイル番号を入力します。 

6 No. 指定形式をダイレクトに選択した場合に表示され、通し番号を入力します。 

7 
 

VDF 番号設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容を適用しファイ

ル変換します。 

8 
 

VDF 番号設定ダイアログの表示が消え、ファイル変換自体もキャンセルします。 

 

なお、変換元がSTファイル(複数枚ページ込み)で出力フォーマットがVDFの場合、STファイル内の1ページ分を変

換するため、ページ指定の画面が表示されます。 

 

ST ファイルページ指定ダイアログ 

 

5.[終了]ボタン 

本アプリケーションを終了します。 
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出力フォーマットごとの設定ダイアログ 

メインウィンドウの ボタンをクリックすると、選択されているフォーマットに応じた詳細設定ダイアログが表示 

されます。設定は大きく分けて、フォーマットに依存する個別設定と、KEY の出力方法の 2 つの設定項目が存在します。 

※VDF ファイル形式を指定している場合は設定ダイアログは表示されません。 

 

1. ビットマップ 

 

TopDown 形式 

先頭ラインから末尾ラインに向かってピクセルデータを保存します。 

（通常は末尾ラインから先頭ラインの順） 
 
KEY を出力しない 

入力ファイルのアルファチャンネルを無視して、RGB データのみを保存 

します。 
 
KEY を含む 32bit ビットマップを作成する 

入力ファイルのアルファチャンネルを含む、32bit ビットマップを作成します。 

（環境によって表示できない場合があります） 
 
FILL と KEY を個別のファイルに出力する 

アルファチャンネルを別のファイルとして保存します 

サフィックス（ファイル名末尾に付加する文字）を指定します。 

 

2. JPEG 

 

画質 

JPEG ファイルの画質を 0（最低）～100(最高)で指定します。 
 
ベースライン(標準) 

基本的な JPEG ファイルです。 
 
ベースライン(最適化) 

標準と比較して、ファイルサイズが若干小さくなります。 
 
プログレッシブ 

プログレッシブ JPEG を作成します。 
 
KEY の JPEG ファイルを作成する 

アルファチャンネルを別のファイルとして保存します 

サフィックス（ファイル名末尾に付加する文字）を指定します。 
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3. TIFF 

 

圧縮方式 

TIFF ファイルの圧縮方式を指定します。 

JPEG 圧縮を選択した時は、画質も同時に指定します。 

（JPEG 圧縮は非可逆圧縮です） 
 
バイトオーダー 

ピクセルデータの並び順を指定します。 
 
KEY を含む TIFF ファイルを作成する 

アルファチャンネルを含む 32bit の TIFF ファイルを作成します。 

 
 

4. PNG 

 

Deflate 圧縮する 

Deflate 圧縮（可逆圧縮）された PNG ファイルを作成します。 
 
Interlace 形式画像を作成する 

インターレース PNG を作成します。（ファイルサイズが膨らみます） 
 
KEY を含む PNG ファイルを作成する 

アルファチャンネルを含む 32bit の PNG ファイルを作成します。 

 

5. TARGA 

 

RLE 圧縮 

画像をランレングス圧縮します。 
 
TopDown 形式 

先頭ラインからピクセルデータを末尾ラインに向かってピクセルデータを保存 

します。 
 
Pixel の並びを反転 

右から左に向かってピクセルデータを保存します。 
 
KEY を含む TARGA ファイルを作成する 

アルファチャンネルを含む 32bit の TARGA ファイルを作成します。 
 

 

6. PICT 

 

KEY を含む PICT ファイルを作成する 

アルファチャンネルを含む 32bit の PICT ファイルを作成します。 
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7. Videotron JPEG2000 

 

機種固有データを指定する 

J2C ファイルに含める機種固有データを、ファイルで指定します。 

選択されたファイルの内容が機種固有データとして使用されます。 

 

KEY の J2C ファイルを作成する 

アルファチャンネルを別のファイルとして保存します 

サフィックス（ファイル名末尾に付加する文字）を指定します。 

 

8. Videotron PNG 

 

種別 

出力する vPNG ファイルの種別を選択します。 

 

出力画像 

vPNG ファイルに含めるデータを選択します。 

 

ロール方向 

フォルダー単位で vPNG ファイルに変換すると、1 つのロール vPNG ファイルが

作成されます。 

その時のロール方向をここで指定します。 

 

なお、各種詳細設定ダイアログ下部分の各種ボタンは以下のとおりです。 
 

No. ボタン 備考 

1 
 

詳細設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容を適用します。 

2 
 

詳細設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容をキャンセルします。 
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その他の画面 

開くファイル選択ダイアログ 

各ファイル選択ボタンをクリックすると開くファイル選択ダイアログが表示され、ファイルを選択します。 

 
 

 
 

1. [現在指定フォルダー]領域 

現在指定しているフォルダーの名称を表示します。 

 

2. [上階層移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在指定しているフォルダーの上位階層へ移動します。 

ただし、最上位階層より上は移動できません。 

 

3. [下階層移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在指定しているフォルダーの下位階層へ移動します。 

ただし、ダイアログ内で可能な範囲内でのみ移動できます。 

 

4. [ファイルリスト]領域 

現在指定しているフォルダー下のフォルダー/ファイルの一覧を表示します。 

領域内の任意フォルダー/ファイル名称をクリックすると、そのフォルダー/ファイルを選択します。 

領域右側の各種上下ボタンをクリックするとリスト表示がスクロールされます。 

 

5. [フォルダー開く]ボタン 

フォルダーリスト領域内で現在フォルダー選択している状態でこのボタンをクリックすると、 

そのフォルダーを開きます。 

 

①  

②  

④  

③  

⑤  

⑧ ⑨ 

⑦ 

⑥ 
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6. [デスクトップ]ボタン 

PC のデスクトップ上のリストを表示します。 

 

7. [ファイル形式選択]ボタン 

現在ファイルリスト領域内に表示可能なファイルの形式がボタン内に表示されます。 

このボタンをクリックするとファイル形式選択ダイアログが表示され、ファイルリスト領域内に表示可能な 

任意のファイル形式を選択します。 

 

8. [開く]ボタン 

このボタンをクリックすると開くファイルダイアログを閉じ、入力したファイルパスが適用されます。 

 

9. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックすると開くファイルダイアログを閉じ、入力したファイルパスがキャンセルされます。 
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フォルダー選択ウィンドウ 

各フォルダー選択ボタンをクリックするとフォルダー選択ダイアログが表示され、フォルダーを選択します。 

 

 

 

1. [現在指定フォルダー]領域 

現在指定しているフォルダーの名称を表示します。 

 

2. [上階層移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在指定しているフォルダーの上位階層へ移動します。 

ただし、最上位階層より上は移動できません。 

 

3. [下階層移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在指定しているフォルダーの下位階層へ移動します。 

ただし、ダイアログ内で可能な範囲内でのみ移動できます。 

 

4. [フォルダー追加]ボタン 

現在指定しているフォルダー下に新たなフォルダーを追加します。 

このボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、名称を入力することでフォルダーを新規作成します。 

 

5. [フォルダー名変更]ボタン 

フォルダーリスト領域内で現在選択しているフォルダーの名称を変更します。 

このボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、フォルダーの名称を変更します。 

 

6. [フォルダー削除]ボタン 

フォルダーリスト領域内で現在選択しているフォルダーを削除します。 

このボタンをクリックすると削除メッセージが表示され、フォルダーを削除します。 

 

①  

②  

④  

⑤  

⑥  

⑧ 

③  

⑨ 

⑩ ⑪ 

⑦ 
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7. [デスクトップ]ボタン 

PC のデスクトップ上のリストを表示します。 

 

8.  [フォルダーリスト]領域 

現在指定しているフォルダー下のフォルダー一覧を表示します。 

領域内の任意フォルダー名称をクリックするとそのフォルダーを選択します。 

領域右側の各種上下ボタンをクリックするとリスト表示がスクロールします。 

 

9. [フォルダー開く]ボタン 

フォルダーリスト領域内で現在フォルダー選択している状態でこのボタンをクリックすると、そのフォルダー 

を開きます。 

 

10. [選択]ボタン 

このボタンをクリックするとフォルダー選択ダイアログが閉じ、選択したフォルダーが適用されます。 

 

11. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックするとフォルダー選択ダイアログが閉じ、選択したフォルダーがキャンセルされます。 
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数値入力ダイアログ 

各通常の数値入力ボタンをクリックすると数値入力ダイアログが表示され、通常数値を入力します。 

 

 
 
 

1. [数値入力]領域 

現在入力している数値を表示します。数値の任意箇所をクリックすることで一部分を選択します。 

 

2. [数値]ボタン 

このボタンをクリックすると対象となる数値が入力されます。 

 

3. [カウントアップ]ボタン 

このボタンをクリックすると現在入力している数値を+1 します。 

 

4. [カウントダウン]ボタン 

このボタンをクリックすると現在入力している数値を-1 します。 

 

5. [リセット]ボタン 

このボタンをクリックすると現在入力している数値を初期値にリセットします。 

 

6. [クリア]ボタン 

このボタンをクリックすると数値が 0 クリアします。 

 

7. [設定]ボタン 

このボタンをクリックすると数値入力ダイアログが閉じ、入力した数値が適用されます。 

 

8. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックすると数値入力ダイアログが閉じ、入力した数値がキャンセルされます。 

 

  

①  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  ⑧  
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文字入力ダイアログ 

各文字入力ボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、文字を入力します。 

 

 

1. [文字入力]領域 

現在入力している文字を表示します。文字の任意箇所をクリックすることで一部分を選択します。 

 

2. [設定]ボタン 

このボタンをクリックすると文字入力ダイアログが閉じ、入力した文字が適用されます。 

 

3. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックすると文字入力ダイアログが閉じ、入力した文字がキャンセルされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  
② 

③  
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６．SDカード 実装方法 

・P -Ⅰ～Ⅱ「この製品を安全にご使用いただくために」の内容を確認し、安全に作業を行ってください。 

SDカードの交換は電源を ON にしたまま行えますが、SD カードの金属部や工具などで電気部品・通電部

分に触れると筐体破損の原因になりますので安全・確実な作業をお願いします。 

 

1. CF-90V、CF-92V SD カード実装方法 

 

 

 

 

(1)                                         (1) 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       (2)  

 

 

 

 

(2)  

 

(4) 

 

 

 

(3)                                        (3) 

(1) フロントパネル挿抜用取手を使用しフロントパネルを引き出します。 

上下 25 度の角度で固定が出来ますので作業のしやすい方向に傾けて固定してください。 

(2) お手持ちのＳＤカードをカードスロットへ実装します。 

(3) 筐体表面の液晶と NEXT 出力に「OUTSIDE DRIVE CONNECTION」と表示されます。この表示が消える前に

SD カードを取り外さないでください。 

(4) しばらく待つと、筐体表面の液晶と NEXT 出力に「CONNECTION END」と表示されます。この表示がされると

SD カードが使用可能になります。 

(5) 交換作業後、フロントパネル挿抜用取手を使用しフロントパネルを元の状態まで戻してください。 
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2. CF-90V、CF-92V SD カード取り外し方法 

(1) フロントパネル挿抜用取手を使用しフロントパネルを引き出します。 

上下 25 度の角度で固定が出来ますので作業のしやすい方向に傾けて固定してください。 

(2) CF-90V、CF-92V の動作モードが編集モード、書き込みモードではないことを確認します。※ 

(3) 読み出しドライブの選択が SD カード以外であることを確認します。※ 

(3) SD カードの前面を軽く押し込むと、ロックが外れ、SD カードが手前に少し飛び出します。 

(4) SD カードを手前に抜き取ります。 

(5) SD カードを交換する場合は、新しい SD カードを「1. CF-90V、CF-92V SD カード実装方法」を参考にして実

装してください。 

 

※CF-90V の動作モードが編集モード、書き込みモードであった場合や、読み出しドライブに SD カードが選択

されたまま SD カードを取り外すと、CF-90V、CF-92V 本体が不具合を起こす可能性があります。動作モード

と読み出しドライブの確認は必ず行ってください。 

 

 



 

71 

７．USB メモリ 実装方法 

・P -Ⅰ～Ⅱ「この製品を安全にご使用いただくために」の内容を確認し、安全に作業を行ってください。 

USB メモリの実装は電源を ON にしたまま行えますが、USB メモリの金属部や工具などで 

電気部品・通電部分に触れると筐体破損の原因になりますので安全・確実な作業をお願いします。 

フロントパネルを引き出して実装作業を行いますが、作業時間の制限はありません。 

 

 

1. CF-90V、CF-92V USB メモリの寸法制限 

USB メモリ抜け止め金具の関係により下記に制限します。 

・最大寸法 20W x 18H x 44D(突起物含まず)  

・最小寸法 （制限なし）W x （制限なし）H x 4D(突起物含まず) 

 

 

2. CF-90V、CF-92V USB メモリ抜け止め金具 各部名称と働き 

 

             (2) 

 

 

 

 

                     (3)             (1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) USB メモリ抜け止め金具 

・USB メモリの抜け止めを防止する金具です。 

(2) USB メモリ抜け止め金具用固定ネジ 

・USB メモリ抜け止め金具を固定するネジです。 

(3) 固定寸法 

・5mmピッチでUSBメモリ抜け止め金具の固定位置を変えられます。 

お手持ちのUSBメモリに合わせて固定位置の変更をお願いします。 
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3. CF-90V、CF-92V USB メモリの実装方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)                                                     (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)                                                                          (6) 

                         (3)、(4) 

 

 

 

(6)                                        (6) 

(1) USB 抜け止め金具固定ネジを M3 用ドライバーにて空回りするまで緩めます。 

ネジはバネ付きになっています。固定が外れるとフロント側に出てきますが、抜け落ち防止の部品

を使用していますのでネジが抜け落ちる事はありません。 

(2) お手持ちの USB メモリを実装します。 

(3) 筐体表面の液晶と NEXT 出力に「OUTSIDE DRIVE CONNECTION」と表示されます。この表示が消える前に

USB メモリを取り外さないでください。 

(4) しばらく待つと、筐体表面の液晶と NEXT 出力に「CONNECTION END」と表示されます。この表示がされると

USB メモリが使用可能になります。 

(5) USB メモリの外形に合わせて USB 抜け止め金具を取り付けてください。 

(6) USB 抜け止め金具固定ネジ、USB メモリが抜け落ちないか確認しフロントパネルを元の状態まで戻してくだ

さい。 

(7) USB メモリを使用する際は、必ず CF-90V、CF-92V のメニューよりフォーマットを行ってください。 
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4. CF-90V、CF-92V USB メモリ取り外し方法 

(1) フロントパネル挿抜用取手を使用しフロントパネルを引き出します。 

上下 25 度の角度で固定が出来ますので作業のしやすい方向に傾けて固定してください。 

(2) CF-90V、CF-92V の動作モードが編集モード、書き込みモードではないことを確認します。※ 

(3) 読み出しドライブの選択が USB メモリ以外であることを確認します。※ 

(4) USB メモリを取り外します。 

(5) USB メモリを交換する場合は、新しい USB メモリを「3. CF-90V、CF-92V USB メモリ実装方法」を参考にして

実装してください。 

 

※CF-90V の動作モードが編集モード、書き込みモードであった場合や、読み出しドライブに USB メモリが選

択されたまま USB メモリを取り外すと、CF-90V、CF-92V 本体が不具合を起こす可能性があります。動作

モードと読み出しドライブの確認は必ず行ってください。 

 

 



 

74 

８．FAN UNIT 交換方法 

・P -Ⅰ～Ⅱ「この製品を安全にご使用いただくために」の内容を確認し、安全に作業を行ってください。 

FAN UNIT の交換は電源を ON にしたまま行えますが、交換作業中に筐体内部の温度が上昇しますので 

FAN 停止時から 10 分以内を目安に交換作業を行ってください。 

FAN UNIT 金属部や工具などで電気部品・通電部分に触れると筐体破損の原因になりますので安全・確

実な作業をお願いします。 

 

1. CF-90V-01、CF-92V-02  FAN UNIT（以下 FAN UNIT）各部名称と働き 

 

 

 

 

                                          (2) 

(3)                               (4) 

 

 

 

(1)                                                           

 

※CF-90V-01 と CF-92V-02 ではサイズが違いますが機能は同じになります。 

 

(1) FAN 

・CF 筐体冷却用の FAN です。 

(2) 挿抜用取手 

・FAN UNIT 挿抜用の取手です。 

(3) 電源端子 

・FAN UNITに電源を供給するための端子です。 

(4) FAN UNIT 固定ネジ 

・FAN UNIT を固定するためのネジです。 
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2. FAN UNIT 交換方法 

 

 

 

 

(1)                                         (1) 

                                     (2) 

 

 

 

  

                                                         (3)  

 

 

 

 

(4) 

 

 

 

 

(4)                                     (5) 

 

(6) 

 

 

 

(7)                                         (7) 

・取り外し 

(1) フロントパネル挿抜用取手を使用しフロントパネルを引き出します。 

上下 25 度の角度で固定が出来ますので作業のしやすい方向に傾けて固定してください。 

(2) FAN UNIT 固定ネジを M2.6 用ドライバーにて固定ネジが空回りするまで緩めます。 

(3) 挿抜用取手を使用し FAN UNIT を引き抜きます。 

・取り付け 

(4) FAN UNIT 固定ネジ取り付け穴と、FAN UNIT 固定ネジの位置が合うよう実装方向を確認し 

FAN UNIT の電源端子位置を確認しながら垂直・水平に挿入します。 

(5) M2.6 用ドライバーにて FAN UNIT 固定ネジを締め付け FAN UNIT を固定します。 

(6) 筐体正面の液晶にて FAN UNIT の ALARM 表示が無ければ正常動作になります。 

(7) 交換作業後、フロントパネル挿抜用取手を使用しフロントパネルを元の状態まで戻してください。 

 



 

76 

９．SSD UNIT 交換方法 

・P -Ⅰ～Ⅱ「この製品を安全にご使用いただくために」の内容を確認し、安全に作業を行ってください。 

SSD UNIT の交換は電源を ON のまま作業を行うと電気部品・筐体破損の原因になりますので 

電源を OFF にしてから交換作業を行ってください。 

 

1. CF-90V、CF-92V SSD UNIT 各部の名称と働き 

 

 

 

                                         (2) 

                                    (1) 

 

 

 

(3)            (4)                                                           

 

 

 

 

 

(1) SSD 

・SOLID STATE DRIVE です。 

(2) SSD UNIT 固定ネジ 

・SSD UNI の固定用ネジです。 

(3) 挿抜用取手/USB メモリ抜け止め防止板 

・SSD UNIT挿抜用取手です。USB抜け止め防止用の板にもなっています。 

(4) SSD UNIT 挿抜用取手固定ネジ 

・SSD UNIT 挿抜用取手の固定用ネジです。 
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2. SSD UNIT 交換方法 

 

 

 

 

(1)                                        (1) 

(2)                           (2) 

 

 

 

(3) 

                                                   (5) 

 

 

 

              (5)                                    (4) 

 

                      (6) 

 

 

 

 

 

 

(1) フロントパネル挿抜用取手を使用しフロントパネルを引き出します。 

上下 25 度の角度で固定が出来ますので作業のしやすい方向に傾けて固定してください。 

(2) 電源を OFF にし、USB メモリを実装されている場合は「８．USB メモリ 実装方法」を確認しながら 

取り外してください。 

(3) SSD UNIT 固定ネジを M2.6 用ドライバーにて空回りするまで緩めます。 

(4) 挿抜用取手を使用し SSD UNIT を引き抜きます。 

(5) M3 用ドライバーにて SSD を取り外します。 

(6) 交換用 SSD を組み付け、上記の内容を参照し筐体へ SSD UNIT を再実装してください。 

(7) 交換が完了したら、CF-90V、CF-92V のメニューよりフォーマットを行ってください。 
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10．CF-92V-02 REG UNIT 交換方法 

・P -Ⅰ～Ⅱ「この製品を安全にご使用いただくために」の内容を確認し、安全に作業を行ってください。 

REG UNIT の交換は電源を ON のまま作業を行うと電気部品・筐体破損の原因になりますので 

電源を OFF にしてから交換作業を行ってください。 

 

1.CF-92V-02 REG UNIT（以下 REG UNIT）各部の名称と働き 

 

 

(1) 

 

                                                           (2)     (3) 

 

 

 

 

(1) 挿抜用取手 

・REG UNIT 挿抜用取手です。 

(2) REG UNIT 固定板用ネジ 

・REG UNIT 固定板用ネジです。緩めると手前に倒れて固定板のロックが外れます。 

(3) 電源スイッチ 

・電源ON/OFF用のスイッチです。 

 

2.REG UNIT 交換方法 

 

 

 

 

(1)                                (1)  

(4)    (2)     (3) 

 

 

 

 

(1) フロントパネル挿抜用取手を使用しフロントパネルを引き出します。 

上下 25 度の角度で固定が出来ますので作業のしやすい方向に傾けて固定してください。 

(2) 電源を OFF にしてください。 

(3) REG UNIT 固定板用ネジを M2.6 用ドライバーにて空回りするまで緩め手前に倒します。 

(4) 挿抜用取手を使用し REG UNIT を引き抜きます。 

(5) 交換用 REG UNIT を、上記の内容を参照し筐体へ再実装してください。 

 



 

79 

11．外部インターフェース 
 
 

1. GPI (D-SUB 高密度15Pin [f]) 

15

610

1115

 

1～5

9～12

6

13

7

8

14

15

+5V

GPIコネクタ

P IN 0～4

P OUT 0～3

FAN ALARM

POWER ALARM

 

ピン番号 接続例 

 

ピン番号 ピン名称 入出力 機能 

1 P IN 0 

入力 

コントロール接点入力端子 

CHANGE・BACK・SKIP・ON TAKE・OFF TAKE・CUT/FADE  

切り替えを任意に設定可能です。 

2 P IN 1 

3 P IN 2 

4 P IN 3 

5 P IN 4 

6 P IN COM - コントロール接点入力用コモン(GND) 

7 
FAN ALARM 出力 

ファンアラーム接点出力端子 

本体動作中に空冷ファンの回転数低下や停止を検知した 

場合、両端子が CLOSE されます。 8 

9 P OUT 0 

出力 

コントロール接点出力端子 

VIDEO CHANGE・FADE・TAKE・READ の 

状態表示を任意に設定可能です。 

10 P OUT 1 

11 P OUT 2 

12 P OUT 3 

13 P OUT COM - コントロール接点出力用コモン(フロート) 

14 POWER 

ALARM 
出力 

パワーアラーム接点出力端子 

電源の電圧低下や喪失を検知した場合、両端子が 

CLOSE されます。 15 
 

※接点信号入力をロジックで制御する場合、吸い込み電流が12mA まで耐えられるデバイスで駆動してください。 

※POWER ALARMピン間の絶対最大定格は60V、200mAです。 

※その他出力ピン間の絶対最大定格は60V、300mAです。 
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2. RS-422 (D-SUB 9Pin [f]) 

 

15

9 6

 

ピン番号 

 

ピン番号 ピン名称 入出力 機能 

1 GND - 
 

2 TXD- 出力 送信データ（-） 

3 RXD+ 入力 受信データ（+） 

4 GND - 
 

5 +5V - 
外部機器用電源です。 

指定機器以外は接続しないでください。 

6 GND - 
 

7 TXD+ 出力 送信データ（+） 

8 RXD- 入力 受信データ（-） 

9 GND - 
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12. エラーメッセージ一覧 
 

NEXT 出力や本体正面表示器に表示されるエラーメッセージの一覧です。 

エラー項目 説明 

INPUT ERROR テンキーから入力形式以上の文字数を入力した。 

FILE NOT FOUND 指定したファイルが存在しません。 

DRIVE NOT READY 指定したドライブの準備ができていません。 

FILE FORMAT ERR 本体の映像フォーマットと選択した素材の映像フォーマットが違うため素材の読み

込みができません。 FileFmtERR 

INVALID OPERATION ファイルコントがエディットモードなので本体正面から操作できません。 

FILE NUMBER OVER 8000 静止画素材を上限の 8000 枚を超えて登録できません。 

DISK FULL ERROR!! 選択中のドライブの容量がいっぱいで素材を登録できません。 

UNFORMAT!! 指定したドライブがフォーマットされていません。 

READ ERROR!! 静止画素材が壊れているため読み出し処理を完了できません。 

INPUT SIGNAL ERROR 取り込もうとした FILL IN または KEY IN に信号がないため処理を実行できません。 

FILE USING ERR!! ON AIR または NEXT に上がっている素材のため処理を実行できません。 

LOCKED FILE ERR!! 削除禁止の素材のため処理を完了できません。 
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13.  MCP-03 マルチコントロールパネル (オプション) 
 

1. 概要 

CF-90V背面のPANEL端子と接続するコントロールパネルです。離れたところからCF-90Vを簡単に操作できま

す。 

 

2. 接続 

MCP-03のCONTROL1端子とCF-90V背面のPANEL端子を同軸ケーブルで接続します。 

 

3. 各部の名称と働き 

3-1.  MCP-03 マルチコントロールパネル 操作面 

(1) EXECUTE MODEボタン 

DIRECTとPRESETの送出モードを選択するボタンです。 

電源起動時にPRESETが選択され橙色点灯します。 

送出時のみ選択可能で編集時は消灯します。 
 

DIRECT  ON AIR出力に押されたファイル番号を、NEXT出力に次の登録済みファイル番号を 
読み出します。 
CHG/EXECボタンでNEXTをON AIR出力し、NEXT出力に次の登録済みファイル番号を 
読み出す送出モードです。 

 
 

PRESET NEXT出力に押されたファイル番号を読み出します。 
 CHG/EXECボタンでNEXTをON AIR出力し、NEXT出力に次の登録済みファイル番号を 

読み出す送出モードです。 
 

BLACK PRESETモードで使用し、送出するファイル間に常に黒画面を挿入します。 
 

 

NEXT

MOVIE/AUDIO

FILE

PAGE

PROGRAM

FUNCTION

PANEL
LOCK

CHG/EXEC

2 3 4 5 6 7 8 9 10

01

49

02

50

03

51

04

52

05

53

06

54

07

55

08

56

09

57

10

58

11

59

12

60

13

61

14

62

15

63

16

64

17

65

18

66

19

67

20

68

21

69

22

70

23

71

24

72

25

73

26

74

27

75

28

76

29

77

30

78

31 32

79 80

33

81

34

82

35

83

36

84

37

85

38

86

39

87

40

88

41

89

42

90

43

91

44

92

45

93

46

94

47

95

48

96

ORDER
01

ORDER
49

SUPER

MENU SET

BACK SKIP

START STOP

10987654321

1

ＦＩＬＬＢＬＡＣＫ ＫＥＹ ＳＴＩＬＬ ＡＵＤＩＯ ＥＤＩＴ

ＭＯＶＥＤＥＬＣＯＰＹ

ＷＲＩＴＥ ＦＩＬＬ ＫＥＹ

ＩＮＳＥＲＴ

ＤＩＲ－ ＰＲＥ－ ＯＮ／ ＤＲＩＶＥ Ｈ Ｖ

ＤＥＬ

ＣＯＮＡＵＴＯ

ＥＣＴ ＳＥＴ ＯＦＦ ＳＳＤ ＰＯＳＩ ＰＯＳＩ

ＩＮＨＩ

ＦＩＬＭＷＲＩＴＥ

 

(1) (2)

(5)

(6)

(7)

(4)(3)

(8)

(9)

(10)

(11) (12)

(13)

(14)

(15)

(16)
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(2) NEXTOUTボタン  

スーパーインポーズモード時に、NEXTの出力を選択するボタンです。 
映像キャプチャーモード時は、FILLボタン、KEYボタンともに常時橙色点灯となり、NEXT OUTの出力は選択
できません。 
(FILL OUTからFILLの映像が、KEY OUTからKEYの映像が常に出力されます) 

 

 FILL   NEXTにフィルを出力します。NEXTにキーを同時に出力する時は KEY を押します。 
 

 KEY   NEXTにキーを出力します。NEXTにフィルを同時に出力する時は FILL を押します。 
 

NEXTのオンスクリーンメニューをON/OFFします。 
オンスクリーンメニューがON時は橙色に、OFF時は緑色に点灯します。 

 

(3) DRIVEボタン 

送出モードや編集モードでアクセスするドライブを選択するボタンです。 

ボタンを押すたびにDRIVE SSD→DRIVE SD→DRIVE USB→DRIVE SSD→… と表示が変化します。 

(SDカードが挿入されていない場合はDRIVE SDをスキップします。同様にUSBメモリが接続されていない

場合にはDRIVE USBをスキップします。) 

 

DRIVE SSD CF-90Vに内蔵のSSDにアクセスします。 

DRIVE SD SDカードにアクセスします。SDカードを挿入していない場合は選択できません。 

DRIVE USB USBメモリにアクセスします。USBメモリを接続していない場合は選択できませ

ん。 

 

(4) EDITボタン 

EDITボタンはファイルの登録（記録）、コピー、移動、削除、削除禁止の設定を行う設定ボタンです。 

橙色点灯はファイルの編集や登録モードの設定を行います。 

緑色点灯は送出モードです。 

橙色点灯時は、以下の設定が可能です。 
 

COPYボタン ファイル編集のコピーモードを設定するボタンです。 

DELボタン ファイル編集の削除モード、詰め削除モードを設定するボタンです。 

MOVEボタン ファイル編集の移動モード、入れ替えモードを設定するボタンです。 

INSERTボタン ファイル編集の挿入登録モードを設定するボタンです。 

DEL INHIボタン ファイル編集の削除禁止を設定するボタンです。 

WRITEボタン ファイルの登録モードを設定するボタンです。 

AUTO WRITEボタン ファイルの連続登録モードを設定するボタンです。 

FILLボタン フィルファイル登録を設定するボタンです。 

KEYボタン キーファイル登録を設定するボタンです。 

CONFIRMボタン 登録、コピー、削除、削除禁止実行前の確認ボタンです。 

登録時はフィルやキー信号入力のフリーズタイミングになります。 

H.POSIボタン ファイル編集の横方向のフィル、キーポジションの設定を行います。 

V.POSIボタン ファイル編集の縦方向のフィル、キーポジションの設定を行います。 

 

 

ON/ 

OFF 
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送出時のフィル,キーポジションの設定 

H.POSIボタン 送出時の横方向のフィル、キーポジションの設定を行います。 

V.POSIボタン 送出時の縦方向のフィル、キーポジションの設定を行います。 

※プログラム間のコピー、移動はページ間、ページ内よりも10倍の時間が 

かかります。 

(5) PROGRAMボタン 

1～10のプログラムを選択するボタンです。 

登録ファイルの有無を緑色点灯で表示します。 

 

(6) PAGEボタン 

1～10のページを選択するボタンです。 

登録ファイルの有無を緑色点灯で表示します。 

 

(7) FILE番号ボタン 

1～96のファイル番号を選択するボタンです。 

ファイル番号は01ORDERが橙色点灯時に1～48のファイル番号に相対します。 

49ORDERが橙色点灯時に47～96のファイル番号に相対します。 

登録ファイルの有無を緑色点灯で表示します。 

 

(8) SUPERボタン 

スーパーインポーズのON/OFFを行います。 

 

(9)  カーソルボタン（MENU、SET兼用） 

 1秒間押し続けるとボタンが橙色に点灯し、メニューモードに入ります。 

NEXT出力にシステムメニューが表示されます。 

電源起動時は緑色に点灯しています（メニューはOFF状態）。 

以下の説明ではMENUボタンと表記します。 

 

 メニューモードのときは、項目または設定の決定をします。 

以下の説明ではSETボタンと表記します。 

 

↑ボタン メニューモードの時に、項目の選択に使用します。カーソルを上方向に移動させ

ます。 

 

↓ボタン メニューモードの時に、項目の選択に使用します。カーソルを下方向に移動させ

ます。 

 

(10)  NEXTボタン 

NEXT出力へのファイル読み出し順を選択するボタンです。 

送出時に送出モードがPRESETのときのみ選択できます。 

BACK  NEXT出力されている前の登録済みファイル番号をNEXTに読み出します。 

SKIP  NEXT出力されている後の登録済みファイル番号をNEXTに読み出します。 

※ON AIR出力されているファイル番号は変更せず、次の登録済みファイル番号をNEXTに 

読み出します。 

MENU 
← 

ボタン 

SET 
→ 

ボタン 
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(11 )  MOVIE/AUDIOボタン 

CF-90Vでは使用しません。 

 

(12)  CHG/EXECボタン 

送出時は、NEXTに準備されているファイル出力をON AIR出力に切り替え、次の登録済みファイル番号を

NEXTに準備するチェンジボタンです。 

編集時はCHG/EXECボタンを押すことで登録、コピー、削除等の処理を実行します。 

実行中はボタンが点滅しパネル面で処理中が確認できます。 

 

(13)  ジョグダイヤル 

フィル、キーポジションの値を増減させます。時計回りに回すことで値を増加、反時計回りに回すことで値

を減少させます。 

メニューモードのときは、項目または数値の選択をします。 

数値の選択時は、時計回りに回すことで値を増加、反時計回りに回すことで値を減少させます。 

 

(14)  PANEL LOCKスイッチ 

スイッチを上にスライドさせるとLEDが点灯し、パネル操作が不能になります。 

下にスライドさせるとLEDが消灯し、パネル操作が可能になります。 

各ボタンの点灯状態には影響しません。 

（PANEL LOCK状態で本体を使用して操作した場合、ボタンの点灯状態は反映されます。また、本体の

PANEL LOCK設定とは連動していません。） 

 

(15) 外部メモリポート（カバー内部・将来対応予定） 

カバーを上側に起こすことで、外部メモリ接続用ポートにアクセスできます。  

（カバーは折れやすいため、無理な力を加えないようにしてください） 

 

(16)  ディスプレイ 

各種情報を表示します。 

・起動時にバージョン情報を表示します。 

・ポジションH、Vの設定時にポジション値を表示します。 

・通信障害が発生した時にエラーを表示します。 
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3-2.  MCP-03 マルチコントロールパネル コネクタ面 

 

MADE IN JAPAN

SER.

DC IN
9��~14V

MAX3A

POWER LAN CONTROL
1 2

4

1

 

(1) (2) (3) (4) (5)

(6)
 

(1) DC IN 

MCP-03 に付属の AC アダプターを接続します。付属品以外の AC アダプターは接続しないで下さい。 

(2) POWER 

MCP-03の電源スイッチです。「O」マークの側へスイッチをスライドさせると電源がOFFに、「I」マークの側へ

スイッチをスライドさせると電源が ON になります。 

(3) LAN 

CF-90V では使用しません。 

(4) CONTROL1 

通信用同軸ケーブルで本体と接続します。 

本体との通信用同軸ケーブルは 75Ω/3C2V ケーブルで最大 100m まで伸ばすことができます。 

(5) CONTROL2 

CF-90V では使用しません。 

(6) チルトレッグ 

机上に置く場合、チルトレッグを立てることでパネルに角度をつけることができます。 

（チルトレッグを立てて使用する際は、特に MCP-03 に強い力を加えないでください。破損の恐れがあります。） 
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3-3.  基本操作 

3-3-1. 送出操作 

テストパターンの読み込みは、送出操作では実行できません。 

3.メニュー操作で実行して下さい。 

(1) 送出操作 

送出として使用する場合は以下の手順で行います。 

 

1） EDITボタンが橙色点灯している時は、EDITボタンを押して、EDITボタンを緑色点灯させ 

「送出モード」にします。 電源起動時には送出モードです。 
 

2) 送出モードのPRESETかDIRECTのどちらかのボタン橙色点灯を確認します 

（「送出モード」を参照してください）。 
 

3) 読み出し先ドライブをDRIVEボタンで選択します。 
 

4) PROGRAMボタン列が緑色点灯します。 

ファイルが有るとき、ボタンが点灯します。 

ファイルが無いときは点灯しません。 
 

5) PROGRAMボタン列の点灯ボタンから1つを選択します。 

選択したPROGRAMボタンが橙色点灯になります。 
 

6) PAGEボタン列が緑色点灯し、プログラムの内容を表示します。 

ファイルが登録（記録）されているボタンが点灯します。 

登録ファイルが無い場合は点灯しません。 
 

7) PAGEボタン列の点灯ボタンから1つを選択します。 

選択したPAGEボタンが橙色点灯になります。 
 

8) FILE番号列が緑色点灯し、ページの内容を表示します。 

選択しているドライブに登録されているファイル番号ボタンが点灯します。 

登録されていないファイル番号は点灯しません。 

9) ファイル番号ボタン列の点灯ボタンから1つを選択します。 

選択したボタンが赤色点灯または赤色点滅になります。 

10) 赤色点灯のファイル番号がON AIR出力に、赤色点滅のファイル番号がNEXT出力に読み出されます。 

11) CHG/EXECボタンを押します。 

NEXT出力がON AIR出力に切り替わり、次の登録済みファイル番号がNEXT出力に読み出されます。 

※PROGRAM、PAGE、FILE番号は階層選択になっています。 

PROGRAM、PAGE、FILE番号の階層順に選択します。 
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(2) 送出モード選択 

DIRECT、PRESET、BLACKボタンがあります。 

直接ファイル番号ボタンを押したときのファイルの読み出し方法を選択します。ページ内にあるファイル番号を

直接 NEXT や ON AIR に読み出すことができます。 

 

DIRECT ON AIR 出力に押されたファイル番号を読み出し（NEXT に読み出し ON AIR 出力へ切り替える）、

NEXT 出力に次の登録済みファイル番号を読み出します。 

PRESET NEXT 出力に押されたファイル番号を読み出します。 

CHG/EXEC ボタンが押されますと NEXT 出力に読み出されているファイルが ON AIR 出力 に 

チェンジされ出力されます。 

BLACK PRESET モードで使用し、送出するファイル間に常に黒画面を挿入します。 

 

DIRECT 選択の場合 

1) 緑色点灯しているファイル番号ボタンを 1 つ選択します。 

2) 押されたボタンが赤色点灯し、ファイルを NEXTに読み出し ON AIR出力に切り替え、NEXT出力に次の登

録済みファイル番号を読み出し、ファイル番号ボタンが赤色点滅になります。 

3) 緑色点灯している最終ファイル番号ボタンを選択します。 

4) 押された最終ファイル番号ボタンが点灯し、ファイルを NEXT に読み出し ON AIR 出力に切り替え、 

次のページの先頭のファイル番号を NEXT 出力に読み出します。次のページが無い場合は黒画面を 

出力します。 

5) 送出の途中でDIRECTモードからPRESETモードに切り替えができ、切り替え後の次の操作からPRESET

操作になります。 

 

PRESET 選択の場合 

1) 緑色点灯しているファイル番号ボタンを 1 つ選択します。 

2) 押されたボタンのファイル番号を NEXT 出力に読み出し、ファイル番号ボタンが赤色点滅になります。 

3) 赤色点灯していて、既に ON AIR 出力されているファイル番号ボタンを選択しても NEXT 出力に読み出し

はできます。ボタンの点灯は赤色点灯のままです。 

4) CHG/EXEC ボタンが押されますと NEXT 出力に読み出されているファイルが ON AIR にチェンジされ出

力されます。 

5) 送出の途中で PRESET モードから DIRECT モードに切り替えができ、切り替え後の次の操作から DIRECT

操作になります。 

 

PRESET＋BLACK 選択の場合 

1) 緑色点灯している FILE 番号ボタンを 1 つ選択します 

2) 押されたボタンのファイル番号を NEXT 出力に読み出し、FILE 番号ボタンが赤色点滅になります。 

3) 赤色点灯していて、既に ON AIR 出力されている FILE 番号ボタンを選択しても NEXT 出力に読み出しはで

きます。ボタンの点灯は赤色点灯のままです。 

4) CHG/EXEC ボタンが押されたときに既に ON AIR 出力されているファイルが消え黒画面が挿入されます。

この時、赤色点灯ボタンは消灯します。 
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5) 次に CHG/EXEC ボタンが押されますと既に NEXT 出力に読み出されているファイルが ON AIR に 

チェンジされ出力されます。 

6) 送出の途中で PRESET モードから DIRECT モードに切り替えができ、切り替え後の次の操作から 

DIRECT 操作になります。 

 

(3) NEXT読み出し操作 

BACK ボタンと SKIP ボタンがあります。 

NEXT 出力へのファイル読み出し順を選択するボタンです。 

 

BACK NEXT 出力されている前の登録済みファイル番号を NEXT に読み出します。 

SKIP NEXT 出力されている後の登録済みファイル番号を NEXT に読み出します。 

※ON AIR 出力されているファイル番号もスキップしないでファイル番号を NEXT に読み出します。 

 

BACK 操作 

1) 緑色点灯している FILE 番号ボタンを 1 つ選択します。 

2) 押されたボタンのファイル番号を NEXT 出力に読み出し、FILE 番号ボタンが赤色点滅になります。 

3) BACK ボタンを押します。 

前のファイル番号を NEXT 出力に読み出し、ボタンの赤色点滅が前に移動します。 

4) メニューで[CONF]→[PANEL SEND]→[PROG SEND]を設定している場合は、 

ボタンの赤色点滅がページの登録済みファイル番号の先頭にあるとき 

BACK ボタンの入力で、前のページの最終ファイル番号を NEXT 出力に読み出し、表示ページのファイル

番号から赤色点滅はなくなります。 

 

メニューで[CONF]→[PANEL SEND]→[PAGE SEND]を設定している場合は、 

ボタンの赤色点滅がページの登録済みファイル番号の先頭にあるとき 5) の動作をします。 

5) 表示ページで NEXT ファイルが登録済み先頭ファイル番号にあるとき 

BACK ボタンの入力で、NEXT 出力に黒画面を準備し、メニューのファイル番号は 0000 を表示します。 

再度、BACK ボタンを入力するとエラー表示します。 
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SKIP 操作 

1) 緑色点灯している FILE 番号ボタンを 1 つ選択します。 

2) 押されたボタンのファイル番号を NEXT 出力に読み出し、FILE 番号ボタンが赤色点滅になります。 

3) SKIP ボタンを押します。 

4) 次のファイル番号を NEXT 出力に読み出し、ボタンの赤色点滅も次に移動します。 

5) [CONF]→[PANEL SEND]→[PROG SEND]を設定している場合は、 

ボタンの赤色点滅がページの登録済みファイル番号の最終にあるとき 

SKIP ボタンの入力で、次のページの最初ファイル番号を NEXT 出力に読み出し、表示ページのファイル

番号から赤色点滅はなくなります。 

 

メニューで[CONF]→[PANEL SEND]→[PAGE SEND]を設定している場合は、 

ボタンの赤色点滅がページの登録済みファイル番号の最終にあるとき 6) の動作をします。 

6) 表示ページで NEXT ファイルが登録済み最終ファイル番号にあるとき 

SKIP ボタンの入力で、NEXT 出力に黒画面を準備し、メニューのファイル番号は 0000 を表示します。 

再度、SKIP ボタンを入力するとエラー表示します。 

 

(4) 送出ポジション移動操作 

H.POSI、V.POSI ボタンがあります。 

NEXT に読み出されているファイルのポジションを一時的に 

変更する時に使います。移動は 2 ドット、2 ライン単位です。 

 

H.POSI 操作（水平方向） 

1) 緑色点灯している FILE 番号ボタンを 1 つ選択します。 

2) 押されたボタンのファイル番号を NEXT 出力に読み出し、FILE 番号ボタンが赤色点滅になります。 

3) H.POSI ボタンを押し橙色点灯にします。 

4) NEXT 出力を見ながらジョグダイヤルを回し位置を確認します。 

5) 位置が OK になりましたら H.POSI ボタンを押し緑色点灯にします。 

 

V.POSI 操作（垂直方向） 

1) 緑色点灯している FILE 番号ボタンを 1 つ選択します。 

2) 押されたボタンのファイル番号を NEXT 出力に読み出し、FILE 番号ボタンが赤色点滅になります。 

3) V.POSI ボタンを押し橙色点灯にします。 

4) NEXT 出力を見ながらジョグダイヤルを回し位置を確認します。 

5) 位置が OK になりましたら V.POSI ボタンを押し緑色点灯にします。 

 

(5) TAKE操作 

スーパーインポーズモードのときにのみ行える操作です。 

スーパーインポーズモードにはメニューから設定できます。 

1) 緑色点灯しているファイル番号ボタンを 1 つ選択します。 

2) 押されたボタンのファイル番号を NEXT 出力に読み出し、ファイル番号ボタンが赤色点滅になります。 
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3) CHG/EXEC ボタンを押すと NEXT 出力に読み出されているファイルがライン信号にスーパー 

されます。 

このとき CONFIRM ボタンは赤色点灯になっています。 

4) CONFIRM ボタンを押すとスーパーがオフになり CONFIRM ボタンが緑色点灯になります。 

5) 再び CONFIRM ボタンを押すとスーパーがオンになり CONFIRM ボタンが赤色点灯になります。 

 

3-3-2. 編集操作 

1) EDIT ボタンを押して、EDIT ボタンを橙色点灯にします。 

EDIT ボタンが橙色点灯時に登録・編集操作が行えます。 

電源起動時には EDIT ボタンは緑色点灯しています。 

2) COPY、DEL、MOVE、DEL INHI、WRITE、H.POSI、V.POSI ボタンが緑色点灯になりメニューON/OFF ボタン 

が橙色点灯しメニュー表示されます。 

DIRECT、PRESET、BLACK、FILL、KEY、DRIVE ボタンは消灯します。 

3) COPY、DEL、MOVE、DEL INHI、WRITE ボタンを押し、編集操作を決定します。決定したボタンが橙色に点灯

し、PROGRAM 列、PAGE 列、FILE 列のボタンが点灯します。 

 

(1) 登録操作 

ファイルの登録は編集モードで行います。 

EDITボタンが点灯時に操作できます。 

※ 本体正面の LCD にスルー、フリーズの映像はサムネイル表示されません。 

 

1) WRITE ボタンを押してください。送出時表示されていた赤点灯点滅表示が緑点灯に変わります。 

WRITE ボタンが緑色から橙色に変わります。 

NEXT 出力に入力画像がスルー状態で出力されます。 

2) 記録する素材がキー付きで無い場合は KEY ボタンが緑色に点灯、キー付きの場合は橙色に 

点灯します。キーの有り無しは KEY ボタンを押すことで切り替えられます。 

またフィルもキーと同様の操作ができます。 

フィル、キー共に OFF にはできません。 

3) PAGEボタン列が緑色または橙色に点灯し、PROGRAMの内容を表示します。 

選択されているドライブに登録ファイルが有る場合はボタンが点灯します。 

登録ファイルが無い場合は点灯しません。 

4) PAGEボタン列から登録したいページを1つ選択します。 

選択したボタンが赤色点灯になります。 

5) FILE番号列が緑色または橙色点灯し、ページの内容を表示します。 

選択されているドライブに登録ファイルが有る場合はボタンが点灯します。 

登録ファイルが無い場合は点灯しません。 

6) FILE番号ボタン列から登録したいファイル番号を選択します。 

選択したボタンが赤色点灯になります。 

複数のファイル番号の選択が可能です。 

消灯、緑色点灯ボタンから選びます。橙色点灯の削除禁止ファイルは選べません。同じボタンを 
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再度押すことで選択の解除ができます。 

7) ファイル番号を確認し、CONFIRMボタンを一度押します。 

選択ボタンが点滅になりCONFIRMボタンが赤色点灯します。 

入力画像がNEXT出力にフリーズされます。 

8) CHG/EXECボタンを押します。 

CHG/EXECボタンが点滅を開始し、NEXT出力のメニューに「WRITING」を表示します。 

CHG/EXECボタンを押さずCONFIRMボタンを押した場合は点滅が点灯に変わり再度、ページ、ファイル番

号の入力になります。 

9) 終了（ファイルの記録終了）でパネルのブザーがピッと鳴ります。 

NEXT出力のメニューに「WRITE END」を表示します。 

NEXT出力のフリーズも解除され、入力がスルーになります。 

 

(2) 挿入登録操作 

ファイルの挿入登録は編集モードで行います。 

EDITボタンが点灯時に操作できます。 

挿入登録は、登録を完了している連続ファイルの途中に1枚追加する場合の編集操作です。 

選んだファイル番号以降の連続ファイルを後ろへ順番にずらし、空いた番号に新しいファイルを追加登録する 

モードで、追加前にファイル移動の操作をする必要が無く、誤って必要なファイルに上書きする恐れも無く 

ファイルを追加挿入できます。 

※ 挿入登録はページ内でのファイル追加で、ページをまたがっての挿入やファイルの複数指定は 

できません。 

※ 本体正面の LCD にスルー、フリーズの映像はサムネイル表示されません。 

 

1) WRITEボタンを押します。 

WRITE ボタンが緑色から橙色に変わります。 

NEXT 出力に入力画像がスルー状態で出力されます。 

INSERT ボタンを押します。 

INSERT ボタンが緑色から橙色に変わります。 

2) 記録する素材がキー付きで無い場合は KEY ボタンが緑色に点灯、キー付きの場合は橙色に 

点灯します。キーの有り無しは KEY ボタンを押すことで切り替えられます。 

またフィルもキーと同様の操作ができます。 

フィル、キー共に OFF にはできません。 

3) PAGE ボタン列が緑色または橙色に点灯し、PROGRAM の内容を表示します。 

選択しているドライブにファイルが登録（記録）されているボタンが点灯します。 

登録ファイルが無い場合は点灯しません。 

4) PAGEボタン列から登録したいページを1つ選択します。 

選択ボタンが赤色点灯になります。 

5) FILE番号列が緑色または橙色点灯し、ページの内容を表示します。 

選択しているドライブに登録されているファイル番号ボタンが点灯します。 

登録ファイル番号が無い場合は点灯しません。 
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6) FILE番号ボタン列から登録したいファイル番号を選択します。 

選択ボタンが赤色点灯になります。 

複数のファイル番号の選択は挿入登録ではできません。 

消灯、緑色点灯ボタンから選びます。橙色点灯の削除禁止ファイルは選べません。 

7) ファイル番号を確認し、CONFIRMボタンを一度押します。 

選択ボタンが点滅になりCONFIRMボタンが赤色点灯します。 

入力画像がNEXT出力にフリーズされます。 

8) CHG/EXECボタンを押します。 

CHG/EXECボタンが点滅を開始し、NEXT出力のメニューに「WRITING」を表示します。 

CHG/EXECボタンを押さずにCONFIRMボタンを押した場合は点滅が点灯に変わり再度、PAGE、 

FILE番号の入力になります。 

9) 登録終了（ファイルの記録終了）でパネルのブザーがピッと鳴ります。 

NEXT出力のメニューに「WRITE END」を表示します。 

NEXT出力のフリーズも解除され、入力がスルーになります。 

 

(3) 連続登録操作 

ファイルの連続登録は編集モードで行います。 

EDITボタンが点灯時に操作できます。 

連続登録は、登録を1動作で完了します。 

登録が完了しているファイル番号も確認メッセージを出さずに登録します。 

※ 削除が禁止されているファイル番号に登録しようとするとエラーになります。 

※ 本体正面の LCD にスルー、フリーズの映像はサムネイル表示されません。 

 

1)  WRITEボタンを押します。 

WRITE、FILL、KEY ボタンが緑色から橙色に変わります。 

NEXT 出力に入力画像がスルー状態で出力されます。 

AUTO WRITE ボタンを 2 秒間押します。 

WRITE ボタンが橙色から緑色に、AUTO WRITE ボタンが緑色から橙色に変わります。 

2) 記録する素材がキー付きで無い場合は KEY ボタンが緑色に点灯、キー付きの場合は橙色に 

点灯します。キーの有り無しは KEY ボタンを押すことで切り替えられます。 

またフィルもキーと同様の操作ができます。 

フィル、キー共に OFF にはできません。 

3) PAGE ボタン列が緑色または橙色に点灯し、PROGRAM の内容を表示します。 

選択しているドライブに登録（記録）されているFILE番号ボタンが点灯します。 

登録ファイルが無い場合は点灯しません。 

4) PAGEボタン列から登録したいページを1つ選択します。 

選択ボタンが赤色点灯になります。 

5) FILE番号列が緑色または橙色点灯し、ページの内容を表示します。 

選択しているドライブに登録されているFILE番号ボタンが点灯します。 

登録ファイル番号が無い場合は点灯しません。 
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6) FILE番号ボタン列から登録したいファイル番号を選択します。 

選択と同時に入力画像がNEXT出力にフリーズされ登録が実行されます。 

登録中は、選択したファイル番号が赤色点滅、CONFIRMボタンが赤色点灯しNEXT出力のメニューに

「WRITING」を表示します。 

消灯、緑色点灯ボタンから選びます。橙色点灯の削除禁止ファイルは選べません。 

7) ファイル登録終了しますと選択したファイル番号が緑色点滅、CONFIRMボタンが消灯します。 

NEXT出力のメニューに「WRITE END」を表示します。 

NEXT出力のフリーズも解除され、入力がスルーになります。 

8) 次の登録したいファイル番号を選択しますと連続登録します。 

CHG/EXECボタンを押すことでPAGE内の空ファイル番号に登録します。 

9) 登録が終わったるまで、8)の操作を繰り返します。 

 

 

(4) コピー操作 

ファイルのコピーは編集モードで行います。 

EDITボタンが点灯時に操作できます。 

1) COPYボタンを押します。 

COPYボタンが橙色に点灯します。 

2) コピー元のDRIVE、PROGRAM番号、PAGE番号、FILE番号の順にファイルを指定します。 

PAGEのみの場合は一括コピー元となります。 

DRIVEのみ、PROGRAMのみの一括コピーはできません。 

緑色点灯しているボタンのみが選択可能で、選択で赤色点灯します。 

FILE番号ボタンでの複数選択は可能です。同じボタンを再度押すことで選択の解除ができます。 

コピー元の指定順にコピー先にコピーします。 

消灯ボタンが押された場合はエラー表示します。 

3) CONFIRMボタンを押すとコピー元ボタンが赤色点滅になります。 

4) コピー先のDRIVE、PROGRAM、PAGE、FILE番号を指定します。 

PAGEのみの場合は一括コピー先になります。 

既に削除禁止されているFILE番号は橙色点灯しています。 

既に登録されているFILE番号は緑色点灯しています。 

消灯または緑色点灯しているボタンのみが選択可能で選択すると赤色点灯になります。 

一括コピーの複数選択は不可です。また一括の場合にコピー先の中に削除禁止ファイルが1枚でもある場

合はエラー表示します。 

ファイル番号だけ入力された場合は削除禁止ファイルを避けてコピーします。 

橙色点灯ボタンが押された場合はエラー表示します。 

5) CONFIRMボタンを押すとコピー先ボタンも赤色点滅になります。 

6) CHG/EXECボタンを押すとコピーされます。 

コピー中はCHG/EXECボタンが点滅し、終了でブザーがピッと鳴ります。FILE番号が緑色または橙色に 

点灯します。 

7) CHG/EXECボタンを押さずにCONFIRMボタンを押した場合は、コピー先の選択に戻ります。 
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(5) 移動操作 

ファイルの移動は編集モードで行います。 

EDITボタンが点灯時に操作できます。 

 

1) MOVEボタンを押します。 

MOVEボタンが橙色に点灯します。 

2) 移動元のDRIVE、PROGRAM、PAGE、FILE番号の順にファイルを指定します。 

PAGEのみの場合は一括移動元となります。 

DRIVEのみ、PROGRAMのみの一括移動はできません。 

緑色点灯しているボタンのみが選択可能で、選択で赤色点灯します。 

FILE番号ボタンでの複数選択は可能です。同じボタンを再度押すことで選択の解除ができます。 

移動元の指定順に移動先に移動します。 

消灯ボタンが押された場合はエラー表示します。 

3) CONFIRMボタンを押すと移動元ボタンが赤色点滅になります。 

4) 移動先のDRIVE、PROGRAM、PAGE、FILE番号を指定します。 

PAGEのみの場合は一括移動先になります。 

既に削除禁止されているFILE番号は橙色点灯しています。 

既に登録されているFILE番号は緑色点灯しています。 

消灯または緑色点灯しているボタンのみが選択可能で選択で赤色点灯になります。 

一括移動の複数選択は不可です。また一括の場合に移動先の中に削除禁止ファイルが1枚でもある 

場合はエラー表示します。 

FILE番号だけ入力された場合は削除禁止ファイルを避けて移動します。 

橙色点灯ボタンが押された場合はエラー表示します。 

5) CONFIRMボタンを押すと移動先ボタンも赤色点滅になります。 

6) CHG/EXECボタンを押すと移動されます。 

移動中はCHG/EXECボタンが点滅し、終了でブザーがピッと鳴ります。FILE番号が緑色または橙色に 

点灯します。 

7) CHG/EXECボタンを押さずにCONFIRMボタンを押した場合は、移動先の選択に戻ります。 

 

(6) 入れ替え操作 

ファイルの入れ替えは編集モードで行います。 

EDITボタンが点灯時に操作できます。 

 

1） 前項の移動モードが選ばれているときに、もう一度MOVEボタンを押します。 

MOVEボタンが連続点灯から橙色点滅になり、入れ替えモードになります。 

2) PROGRAM、PAGE、FILE番号ボタン順に入れ替えファイルを選びます。 

既に選ばれている場合は途中からの指定選択も可能です。 

選択したボタンが赤色点灯します。 

FILE番号ボタンの緑色点灯から選べます。 

複数ファイルの選択と未登録ファイルの選択はできません。 
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3) CONFIRMボタンを押すと入れ替え元ボタンが赤色点滅になります。 

4) 入れ替え先のPROGRAM、PAGE、FILE番号を指定してください。 

既に選ばれている場合は途中からの指定選択も可能です。 

選択したボタンが赤色点灯します。 

FILE番号ボタンは緑色点灯から選べます。 

複数ファイルの選択と未登録ファイルの選択はできません。 

5) CONFIRMボタンを押すと入れ替え先ボタンも赤色点滅になります。 

6) CHG/EXECボタンを押すと入れ替えます。 

入れ替え中はCHG/EXECボタンが点滅し、終了でブザーがピッと鳴ります。FILE番号が緑色または橙色に

点灯します。 

7) CHG/EXECボタンを押さずにCONFIRMボタンを押した場合は、入れ替え先の選択に戻ります。 

 

(7) 削除操作 

不要ファイルの削除は編集モードで行います。 

EDITボタンが点灯時に操作できます。 

 

1) DELボタンを押します。 

DELボタンが橙色に点灯します。 

2) 削除ファイルをPROGRAM、PAGE、FILE番号の順に指定します。 

PROGRAMのみ、PAGEのみの場合は一括削除になります。 

一括削除の複数選択は不可、FILE番号ボタンでの複数選択は可能です。 

緑色のみが選択可能で、選択すると赤色点灯します。同じボタンを再度押すことで選択の解除が 

できます。 消灯、橙色ボタンが押された場合はエラー表示します。 

3) CONFIRMボタンを押します。 

削除するPROGRAM、PAGE、FILE番号が赤色点滅になります。 

4) CHG/EXECボタンを押します。 

削除中はCHG/EXECボタンが点滅し、終了でブザーがピッと鳴り、FILE番号の緑色が消灯となり、 

削除ファイルが削除されます。 

5) CHG/EXECボタンを押さずにCONFIRMボタンを再度押した場合は、削除ファイルの選択に戻ります。 
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(8) 詰め削除操作 

ファイルの詰め削除は編集モードで行います。 

EDITボタンが点灯時に操作できます。 

詰め削除は、登録を完了している連続ファイルの途中を1枚削除する場合の編集操作です。 

選んだファイルを削除し、それより後ろの連続ファイルを順番に前に詰めるモードです。 

誤って挿入登録した場合のやり直しなど、削除後にファイル移動のコピー操作をする必要が無く、ファイルの削

除と空きの詰めを同時にできます。 

※詰め削除はページ内でのファイル削除で、ページをまたがっての削除やファイルの複数指定はできません。 

 

1) 前項の削除モードが選ばれているときに、もう一度DELボタンを押してください。 

DELボタンが連続点灯から橙色点滅になり、詰め削除モードになります。 

2) PROGRAM、PAGE、FILE番号ボタン順に削除ファイルを選びます。 

既に選ばれている場合は途中からの指定選択も可能です。 

選択したボタンが赤色点灯します。 

FILE番号ボタンの緑色点灯から選べます。 

複数ファイルの選択と削除禁止ファイル、未登録ファイルの選択はできません。 

3) 削除先ファイル番号を確認し、CONFIRMボタンを一度押します。 

削除するPROGRAM、PAGE、FILE番号が赤色点滅になります。 

4) CHG/EXECボタンを押します。 

削除中はCHG/EXECボタンが点滅し、終了でブザーがピッと鳴り、選択ファイルが削除され、ボタン表示が

削除ファイル番号以降の連続ファイルを前へ順番にずらした登録表示になります。 

5) CHG/EXECボタンを押さずにCONFIRMボタンを再度押した場合は、削除解除になります。 

赤色点滅が赤色点灯に戻り、再度の詰め削除ファイル入力になります。 

6) 詰め削除モード時（DELボタンが点滅している場合）にDELボタンを押すと編集モードへ戻ります。 

 

(9) 削除禁止操作 

登録ファイルの削除禁止の登録、解除は編集モードで行います。 

EDITボタンが点灯時に操作できます。 

 

1) DEL INHIボタンを押します。 

DEL INHIボタンが橙色点灯になります。 

2) 削除禁止または解除ファイルをPROGRAM、PAGE、FILE番号の順に指定します。 

PAGEのみの場合はページ内の一括削除禁止の登録又は解除の登録になり、全ファイルが同じで無いとき

はエラー処理します。 

PROGRAMの一括削除禁止の登録又は解除の登録はできません。 

緑色、橙色のみが選択可能で、選択で赤色点灯します。 

FILE番号ボタンでの複数選択は可能です。同じボタンを再度押すことで選択の解除ができます。 

3) CONFIRMボタンを押します。 

削除禁止を登録又は解除を登録するPROGRAM、PAGE、FILE番号が赤色点滅になります。 
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4)  CHG/EXECボタンを押すと削除禁止の登録又は解除の登録を実行します。 

実行処理中はCHG/EXECボタンが点滅を開始し、NEXT出力のメニューに「ENA/DIS CHANGING」を 

表示します。 

終了でブザーがピッと鳴り、NEXT出力のメニューにCHANGE LEDを表示します。 

削除禁止されたボタンが橙色点灯になります。 

削除禁止が解除されたボタンが緑色点灯になります。 

5) CHG/EXECボタンを押さずにCONFIRMボタンを再度押した場合は、削除禁止の登録、解除を 

中止します。 

赤色点滅が点灯に変わり元の橙色、緑色に戻り再度、PROGRAM、PAGE、FILE番号の入力になります。 

 

(10) フォーマット操作 

フォーマットは編集モードの削除で行います。 

EDITボタンが点灯時に操作できます。 

※FORMAT を実行すると選択したドライブの内容は全て失われます。 

1) DELボタンを押します。 

DELボタンが橙色点灯になります。 

2) WRITEボタンを押しながらDELボタンを長押しします。 

DELボタンが赤色点灯になります。 

3) DRIVEボタンを押してフォーマットするドライブを選びます。 

4) CONFIRMボタンを押します。 

CONFIRMボタンが赤色点灯になります。 

他のボタンを押すと選択が取り消され、CONFIRMボタンは消灯します。 

5) CHG/EXECボタンを押します。 

実行処理中はCHG/EXECボタンが点滅を開始し、NEXT出力のメニューに「FORMATING」を表示します。 

終了でブザーがピッと鳴り、NEXT出力のメニューに「FORMAT END」を表示します。 

6) CHG/EXECボタンを押さずにCONFIRMボタンを再度押した場合は、DELボタンが点滅から点灯に 

変わりドライブの選択に戻ります。 

 

(11) 編集ポジション操作 

ファイルのフィル、キーポジションの設定は編集モードで行います。 

EDITボタンが点灯時に操作できます。 

移動は2ドット、2ライン単位です。 

 

「H.POSI」操作（水平方向） 

1) H.POSIボタンを押します。 

H.POSIボタンが橙色点灯になります。 
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2) 水平方向表示位置を行うFILE番号をPAGE、FILE番号の順にファイルを指定します。 

PAGEのみの場合は一括移動となります。 

PROGRAMのみの一括移動はできません。 

緑色点灯しているボタンのみが選択可能で選択で赤色点灯します。 

FILE番号ボタンでの複数選択は可能です。 

消灯ボタンが押された場合はエラー表示します。 

3）  選択されたFILE番号がNEXT出力に読み出されます。 

複数選択時は、先頭のFILE番号が読み出されます。 

NEXT出力を見ながら表示位置をツマミで動かします。 

移動量は、パネルのLED表示器とNEXT出力のメニューに表示されます。 

4) 表示位置が確定したらCONFIRMボタンを押します。 

選択されているFILE番号ボタンが赤色点灯から赤色点滅に変わります。 

5)  CHG/EXECボタンを押します。 

登録中はCHG/EXECボタンが点滅し、終了でブザーがピッと鳴り、ポジション位置がファイルに 

登録されます。 

6) CHG/EXECボタンを押さずにCONFIRMボタンを再度押した場合は、ポジション位置のファイル登録は 

解除になります。表示位置の調整ができる状態に戻ります。 

 

「V.POSI」操作（垂直方向） 

1)  V.POSIボタンを押します。 

V.POSIボタンが橙色点灯になります。 

2)  垂直方向表示位置を行うFILE番号をPAGE、FILE番号の順にファイルを指定します。 

PAGEのみの場合は一括移動となります。 

PROGRAMのみの一括移動はできません。 

緑色点灯しているボタンのみが選択可能で選択で赤色点灯します。 

FILE番号ボタンでの複数選択は可能です。 

消灯ボタンが押された場合はエラー表示します。 

3) 選択されたFILE番号がNEXT出力に読み出されます。複数選択時は、先頭のFILE番号が 

読み出されます。NEXT出力を見ながら表示位置をツマミで動かします。 

移動量は、パネルのLED表示器とNEXT出力のメニューに表示されます。 

4)  表示位置が確定したらCONFIRMボタンを押します。 

選択されているFILE番号ボタンが赤色点灯から赤色点滅に変わります。 

5)  CHG/EXECボタンを押します。 

登録中はCHG/EXECボタンが点滅し、終了でブザーがピッと鳴り、ポジション位置がファイルに 

登録されます。 

6)  CHG/EXECボタンを押さずにCONFIRMボタンを再度押した場合は、ポジション位置のファイル登録は 

解除になります。表示位置の調整ができる状態に戻ります。 

 

 

 



 

100 

3-4.  メニュー操作 

 (1) オンスクリーンメニューON/OFF操作 

CHR ON/OFFボタンを押しボタンを橙色点灯させNEXT出力のメニューを表示します。 

再度 CHR ON/OFF ボタンを押すと、ボタンが緑色点灯しメニュー表示を消します。 

 

(2) システムメニュー操作 

システムメニューは、CF-90Vの全ての操作ができるようになっています。 

EDITボタンが緑色点灯時に操作が可能です。 

 

基本操作 

1) MENU ボタンを 1 秒間押しますとボタンが橙色点灯し、システム設定メニューに入ります。 

2) ↑ボタンと↓ボタンで設定メニューの項目を選択します。設定メニューをキャンセルする場合、MENU ボタン

を押します。 

3) SET ボタンを押して選択した項目を決定します。この時選択した項目によって更に下の階層メニューに移動

します。 

階層下のメニューに入った場合、MENU ボタンを押すと一つ上の階層メニューに戻ります。 

4) 2）、3）の操作を繰り返し、設定の変更を行います。 

項目を選択した後、その設定を決定するには必ず SET ボタンを押してください。 

 

操作例 

映像フォーマットを 1080i/59.94 から 1080p/59.94 に変更します。 

1) MENU ボタンを１秒間押し、システム設定メニューに入ります。NEXT 出力にシステムメニューが表示されま

す。 

 

図中の太い文字はNEXT画面上で白文字表示され現在選択されていることを意味します。選択されていない

項目はグレーの文字で表示されます。 

↑ボタンと↓ボタン、またはジョグダイヤルで項目が替わり、SETボタンを押すと決定、または下の階層メ

ニューへ移ります。キャンセル、または上の階層メニューへ移る場合はMENUボタンを押します。 

2) ↑ボタンと↓ボタン、またはジョグダイヤルで「SYSTEM」を選択し SET ボタンを押します。メニューが切り替

わり「＞」が一つ下の階層へ移動します。 

MENU 
>WRITE SELECT 
 EDIT  COMMAND 
 EVENT PROGRAM 
 TEST  PATTERN 
 SYSTEM 
 CONFIGURATION 
 READ  MODE 
 DRIVE SELECT   SSD 
 TRANSITION 
 GPI   SELECT 
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3) ↑ボタンと↓ボタン、またはジョグダイヤルで「FORMAT」を選択し SET ボタンを押します。メニューが切り替

わり「＞」が以前設定されていたパラメーター部へ移動します。 

4) ↑ボタンと↓ボタン、またはジョグダイヤルで「80p/59 LEVEL-A」を選択します。 

5) SET ボタンを押してパラメーターを決定します。設定が変更され一つ上の階層に戻ります。 

6) MENU ボタンを押しシステム設定モードから抜け送出モードへ戻ります。 

 

3-5.  ファイル番号の管理 

MCP-03ではFILE番号を4桁の数値で管理します。千の桁はPROGRAM番号から１を引いた値、百の桁はPAGE番号

から１を引いた値、十と一の桁はFILE番号を表します。 

※以下の数値以外のFILE番号は、CF-90VのSSD、SDカード、USBドライブに記録保存されていても、MCP-03の操作で読み出し

て利用することができませんのでご注意ください。 

 

管理FILE番号          PROGRAM、PAGEとFILE番号の関係 

0001～0096            PROGRAM1、PAGE1のファイル番号 

0101～0196            PROGRAM1、PAGE2のファイル番号 

0201～0296            PROGRAM1、PAGE3のファイル番号 

|                       | 

0801～0896            PROGRAM1、PAGE9のファイル番号 

0901～0996            PROGRAM1、PAGE10のファイル番号 

1001～1096            PROGRAM2、PAGE1のファイル番号 

|                       | 

1901～1996            PROGRAM2、PAGE10のファイル番号 

2001～2096            PROGRAM3、PAGE1のファイル番号 

|                       | 

2901～2996            PROGRAM3、PAGE10のファイル番号 

|                       | 

8001～8096            PROGRAM9、PAGE1のファイル番号 

|                       | 

8901～8996            PROGRAM9、PAGE10のファイル番号 

9001～9096            PROGRAM10、PAGE1のファイル番号 

|                       | 

9901～9996            PROGRAM10、PAGE10のファイル番号 

MENU 
 
 >FORMAT    80i/59 
  GPI IN       ON 
  NEXT OUT    FILL 
   
   
  FILL POSI 
  KEY POSI 
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3-6.  仕様 

 

(1) MCP-03 

外部 I/F 

・CONTROL 

・Ethernet 

 

2Vp-p/75Ω    BNC    2 系統 

10/100BASE-T  RJ-45  1 系統 (将来拡張用) 

電源 DC9～14V、XLR-4(m) 1系統 

 (1,2番ピン： GND、3,4番ピン： DC9～14V) 

消費電力  20W 

外形寸法 310(W)×50(H)×200(D) （突起物含まず） 

質量 2.5kg 

動作温度 0～40℃ 

動作湿度 20～80%RH（ただし結露なき事） 

(2) VAC-12V04A AC電源アダプター 

電源入力 AC100～240V、47～63Hz、1.1A、平型2ピンプラグ 

電源出力 DC +12V/4.2A、XLR-4（ｆ） （1番ピン：GND、4番ピン：DS+12V） 

外形寸法 115(W)×38(H)×53(D) （突起物・ケーブル部含まず） 

質量 0.3kg 

動作温度 0～40℃ 

動作湿度 20～80%RH（ただし結露なき事） 

 

3-7.  性能 

 

外部 I/F 

・CONTROL 

 

 

100m/3C2V 
※エマージェンシーバイパス機能は機械リレーを使用している関係で、連続して複数のパ

ネルの電源が同時に切れた場合の動作保障は致しかねます。 
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14．トラブルシューティング 
 

トラブルが発生した場合の対処方法です。 

（文中の→は対処方法を示しています） 

 

現象 電源が入らない！ 

原因 ・ 電源スイッチはオンになっていますか？ 

→電源スイッチの状態を確認してください。 

・ AC 電源が接続されていますか？ 

→電源ケーブル、電源プラグ、AC 電源入力コネクタの状態を確認してください。 

・ AC 電源は定格に適合した入力ですか？ 

→「15. 仕様」の、「1.定格」をご覧になり、適合した電源を入力して下さい。 

 

現象 映像が同期してくれない！ 

原因 ・ リファレンス信号は確実に入力されていますか? 

→リファレンス入力コネクタ、BNC ケーブルを確認してください。 

→リファレンス信号のフォーマットがシステムに適合したものであるかを確認してください。 

・ 終端はされていますか？ 

→ブリッジ接続時は、末端の機器で 75Ω終端されているかを確認してください。ブリッジ接続をしないとき

は、75Ω終端器が接続されているかを確認してください。 

・ ゲンロックの設定は正しいですか？ 

→「4.操作方法」の「7. CONFIGRATION メニュー」小節、「(11) GENLOCK」の項をご覧になり、適正に設定

してください。 

 

現象 ディスクに書き込めない！ 

原因 ・ DISKFULL のメッセージが出ていませんか? 

→必要のないファイルを消してディスクの整理をしてください。 

・ フォーマットは行いましたか? 

→「CMD → FORMAT」でディスクをフォーマットしてください。 

（登録済みのファイルはすべて抹消されますのでご注意ください！) 

 

現象 設定したデータがバックアップされない！ 

原因 ・ 設定変更後、SET ボタンを押しましたか？ 

→設定変更後は、SET ボタンを押して設定を確定してください。 
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現象 スーパーインポーズモードで映像出力が黒になってしまう！ 

原因 ・ AVDL の引き込み範囲は規定内に収まっていますか？ 

→スーパーインポーズモードでは、ライン映像入力位相が引き込み範囲に収まっていない場合、ライン映

像出力の下地は黒となります。くわしくは、「4.操作方法」の「7. CONFIGRATION メニュー」小節、 

「(5) SPR IMPS」の項をご覧ください。 

 

現象 指定したファイルが削除できない！ 

原因 ・ 指定したファイルは ON AIR 又は NEXT に登録されていませんか? 

→ON AIR 又は NEXT に登録されているファイルは削除できません。ON AIR 又は NEXT の登録を解除し

てから削除して下さい。 

オプションパネル経由の削除、外部コントロール(RS-422 制御コマンド)経由の削除も同様に、 

ON AIR 又は NEXT に登録されたファイルは削除できません。 

 

現象 起動直後、SDI 映像出力(FILL/LINE1)から SDI 映像信号が出力されない、または SDI 映像入力がそのま

ま表示される！ 

→この現象は、エマージェンシー・スルー機能の作用によるもので、故障ではありません。 

電源投入から、操作表示器に起動の進行状態が表示されるまで、エマージェンシー・スルー機能が有

効となっております。そのまましばらくお待ちください。 

 

現象 付属のアプリケーションが起動しない！ 

原因 ・ アプリケーションのインストールは適切にされていますか？ 

→アプリケーションのアンインストールを行い、再度 CD-ROM からインストールを行ってください。 

アプリケーションのインストールにはコンピュータの管理者の権限が必要です。 

 

お問い合わせは、弊社までご連絡ください。 
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15．仕 様 
 

1. 定 格 

入力信号 

・SDI IN 

・REF IN 

 

SMPTE 424M/292M準拠、0.8Vp-p/75Ω、BNC 2系統 

BBS、0.43Vp-p/75Ωまたは 3 値 SYNC、0.6Vp-p/75Ω 

BNC1 系統、ブリッジ可※ 

※1080p60/59.94の3値SYNCには対応しておりません。 

※REF INは必須入力です。REF INに高精度のリファレンス信号入力がない

場合、SDI OUTの安定性を保てない場合があります。 

出力信号 

・SDI OUT 

 

SMPTE 424M/292M準拠、0.8Vp-p±10%/75Ω 

BNC4系統8出力 

（うち2出力はエマージェンシー・スルー対応） 

映像フォーマット 1080p60/59.94、1080i60/59.94※ 
※1080p60/59.94はLEVEL-A・LEVEL-Bに対応しています。 

外部インターフェース 

・GPI 

 

 

・RS-422 

・SDカード 

・USB 

 

D-sub高密度15Pin( f ) インチネジ 1系統 

接点入力×5、接点出力×4、電源アラーム接点出力×1 

FANアラーム接点出力×1 

D-sub 9Pin( f ) インチネジ 1系統 

SDカード（SDHC対応、UHS非対応）  1系統 ※1 

USB2.0 （Type-A）  1系統 ※1 

内蔵ストレージ 2.5インチ SATA3 SSD（MLC） 120GB 

電源 AC90～250V 50/60Hz 

消費電力 

CF-90V 

CF-92V 

CF-92V(CF-92V-01実装時) 

 

50VA 

37VA 

75VA 

外形寸法 

CF-90V 

CF-92V 

 

208(W) × 42(H) × 380(D) mm （突起部含まず） 

424(W) × 42(H) × 380(D) mm （突起部含まず） 

質量 

CF-90V 

CF-92V 

CF-92V(CF-92V-01実装時) 

 

3.1kg 

6kg 

7.5kg 

動作温度 0～40℃ 

動作湿度 20～80％RH（ただし結露なき事） 

※1 相性等により動作しない場合があります。動作確認済み製品の使用を推奨いたします。 

 

動作確認済み SD カード 

メーカー 型番 

東芝 SD-AH32GWF 

 

動作確認済み USB メモリ 

メーカー 型番 

SONY USM32W3 
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2. 性 能 

入力特性 

・SDI IN 

分解能 

サンプリング周波数 

イコライザー特性 

反射減衰量 

 

 

10bit 

3G：148.5MHz・148.35MHz  HD：74.25MHz・74.17MHz 

100m/5CFB 

5 MHz～1.485 GHz ：15 dB 以上 

1.485 GHz～2.97 GHz ：10 dB 以上 

出力特性 

・SDI OUT 

分解能 

サンプリング周波数 

信号振幅 

反射減衰量 

 

立ち上がり/立ち下がり時間 

オーバーシュート 

DCオフセット 

ジッター特性 

アライメント 

タイミング 

 

 

10bit 

3G：148.5MHz・148.35MHz  HD：74.25MHz・74.17MHz 

0.8Vp-p±10%/75Ω 

5 MHz～1.485 GHz ：15 dB 以上 

1.485 GHz～2.97 GHz ：10 dB 以上 

3G：135ps 以下  HD：270ps 以下 

10%以下 

±500mV 以内 

 

3G：0.3UI 以下  HD：0.2UI 以下 

3G：2.0UI 以下  HD：1.0UI 以下 

SDI IN 引き込み範囲 

・SDI IN 
（スーパーインポーズモード） 

 

 
 

（キャプチャーモード） 

 

 

 

1080i60/59.94 ： - 6μs～ - 4 ライン 

1080p60/59.94 (LEVEL-A)  ： - 3μs～ - 4 ライン 

1080p60/59.94 (LEVEL-B)  ： - 5μs～ - 4 ライン 
※SDI OUT の位相を基準とする 

非同期入力対応 
※ただし、FILL/KEY 同時入力で、FILL/KEY を同一フレームでキャプチャーする

場合は、両入力の位相差が 100μs 以下であること 

画像ファイルフォーマット CF-90V ファイルフォーマット 

登録可能素材数 

内蔵SSD 

SDカード 

USBメモリ 

 

約 8,000 枚（1920×1080 FILL + KEY） 

約 1,400 枚（1920×1080 FILL + KEY、32GB SD カード使用時） 

約 1,400 枚（1920×1080 FILL + KEY、32GB USB メモリ使用時） 
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16．ブロック図 
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17．外形寸法 

 

1. CF-90V 
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2. CF-92V 
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3. RM-70 ラックマウントキット（オプション） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※CF-90V1 台をマウントした状態 
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Ｃ
Ｆ
－
９
０
Ｖ

4. RM-74 ラックマウントキット（オプション） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※CF-90V1 台と Vbus-74HC シリーズ 1 台をマウントした状態  
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5. MCP-03（オプション） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm 

注.外観及び仕様は変更することがあります。 
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本書の内容については、予告なしに変更する事がありますので予めご了承下さい。 

 

 


